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調査前遠景(東南から)
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序文

財団法人千葉県教育振興財団(文化財センター)は、埋蔵文化

財の調査研究、文化財保護思想、の酒養と普及などを主な目的として

昭和49年に設立され、以来、数多くの遺跡の発掘調査を実施し、そ

の成果として多数の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび、千葉県教育振興財団調査報告第575集として、東日本

高速道路株式会社の東関東自動車道(木更津・富津線)建設事業に

伴って実施した君津市沖入古墳群・三直台古墳・沖入遺跡の発掘調

査報告書を刊行する運びとなりました。

この調査では、縄文時代の遺物や、古墳時代前期の前方後方墳と

その主体部からは多くの管玉や勾玉が出土しました。また、円墳か

ら直刀が出土し、近世の塚群が整然と並び、それが2組も発見され

るなど、この地域の歴史を知る上で貴重な成果が得られておりま

す。

刊行に当たり、この報告書が学術資料として、また地域の歴史解

明の資料として広く活用されることを願っております。

終わりに、調査に際し御指導、御協力をいただきました地元の

方々を初めとする関係の皆様や関係機関、また、発掘から整理まで

御苦労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表しま

す。

平成19年3月

財団法人千葉県教育振興財団

理事長岡野孝之



凡例

1 本書は、東日本高速道路株式会社による東関東自動車道千葉富津線(木更津・富津線) (路線名:館

山自動車道)建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書である。

2 本書は下記の遺跡を収録したものである。

沖入古墳群 千葉県君津市三直字大山越1484-1ほか(遺跡コード225-013)

三直台古墳 千葉県君津市三直字台1136-1 (遺跡コード225-014)

沖入遺跡 千葉県君津市三直1130-6ほか (遺跡コード225-017)

3 本書に収録した「沖入遺跡」及び「沖入古墳(群)Jは、発掘調査では「沖込遺跡」及び「沖込古墳

(群)J として調査を実施した。しかし、この遺跡の正式な名称は「沖入遺跡J及び「沖入古墳」で

あり、千葉県遺跡分布地図(昭和62年3月刊行)及び千葉県遺跡分布地図(改訂版)においても理由

は不明であるが誤植のまま掲載されてしまっている。そこで、本書において訂正して「沖入遺跡」及

び「沖入古墳」とした。

4 発掘調査から報告書作成に至る業務は、東日本高速道路株式会社(旧日本道路公団)の委託を受け、

財団法人千葉県教育振興財団が実施した。

5 発掘調査及び整理作業の組織、担当者及び期間は各編に記載した。

6 本編の執筆は、第1編を研究員 高梨友子が、第2編第2章を主席研究員加藤正信が、第 1章・第3

章を高梨友子が担当し、第3編の第4章第2節を加藤正信が執筆し、他の章は主席研究員兼副所長相

京邦彦が執筆し、本書全体の編集は相京邦彦が行った。

7 発掘調査から報告書の刊行に至るまで、千葉県教育庁教育振興部文化財課、君津市教育委員会、東日

本高速道路株式会社の御指導・御協力を得た。

8 本編で使用した地形図は、下記のとおりである。

第1図 国土地理院発行 1/25，000地形図「鹿野山J(Nト 54-26-1-1) 

第2・15図 君津市発行 1/ 2，500地形図 iFー 5J (平成8年3月発行)を編集

9 周辺地形航空写真は、京葉測量株式会社による昭和42年撮影のものを使用した。

10 本書で使用した図面の方位はすべて座標北である。測量値については日本測地系を使用した。

11 本編で使用した遺構番号は、基本的には調査時の番号を踏襲したが、一部整理作業時に付与したもの

もある。図面等におけるスクリーントーン及び記号等の用例は本文中に掲載した。遺物実測図の黒塗

りの断面は、須恵器を表している。

12 遺物の色調については、農林水産省・(財)日本色彩研究所監修、日本色研事業株式会社発行「新版

標準土色帖J1988年掲載の用語を使用した。

13 本編で使用した遺構の略称は以下のとおりである。

SZ:古墳(跡) SM:塚 SD:溝 SK:土坑
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5 K-002調査前(K-001から) 図版12 1 SM-001 土層断面南一北壁

6 K-002表土除去後全景 2 SMー002 土層断面西一東壁

図版4 1 K-002土層断面(A'"'-'PII O'"'-'B) 3 SM-002 調査前

2 K-002土層断面(B'"'-'P II 0'"'-' A') 図版13 1 SM-002 土層断面南壁

3 K-002土層断面 2 SM-002 宝匿印塔相輪出土状況

4 K-002周溝遺物出土 3 SM-002 宝匿印塔相輪出土状況

5 K-002南側周溝 図版14 1 SM-003からSMー009方向を望む

6 K-002墳丘(西から) 2 SM-003 土層断面南ー北壁

図版5 1 K-002主体部遺物出土 3 SM-003 土層断面南壁・東壁

2 K-002主体部遺物出土 図版15 1 SM-005 土層断面西壁・南壁

3 K-002主体部鉄嫉出土 2 SM-006 土層断面南壁・東壁

4 K-002主体部完掘(掘り方) 3 SM-009 土層断面南壁・東壁



図版16 1 SM-010からSM-015近景

2 SM-013 土層断面南壁

3 SM-013 遺物出土状況(青磁片)

図版17 1 SM-014 土層断面南壁

2 SM-015 士層断面南壁

3 SM-016・017 調査前全景

図版18 1 SM-016・017 土層断面北壁

2 SM-016 土層断面南壁

3 SM-017 土層断面北壁

図版19 1 SM-018 土層断面東壁

2 SM-020・021 調査前全景

3 SM-021からSM-017方向を望む

図版20 1 SM-021 土層断面南壁

2 8 G-OO周辺の盛土断面

3 SZ-OOl 調査前全景

前方部北から

図版21 1 SZ-OOl (SM-028) 調査前全景

後方部北から

2 SZ-00ICSM-028) 後方部全景

3 SZ-OOl 後方部土層断面

南壁・東壁

図版22 1 SZ-OOl 西側くびれ部

2 SZ-OOl 東側くびれ部

3 SZ-OOl 前方部削り出し部

図版23 1 SZ-OOl 埋葬施設全景

2 SZ-001 埋葬施設掘り方全景

3 SZ-OOl 周溝内(東側)

遺物出土状況

図版24 1 SZ-OOl 周溝内(北側)

遺物出土状況

2 SZ-002 調査前全景

3 SZ-002 墳頂部粘土検出状況

図版25 1 SZ-002 埋葬施設全景

2 SZ-003 調査前全景

3 SZ-003 調査後全景

図版26 1 SZ-003 士層断面西側盛土

2 SZ-003 土層断面西側(段)

3 SZ-003 遺物出土状況

図版27 1 SD-001'SZ-003 全景

2 SD-001内出土宝永テフラ

3 SD-001内出土宝永テフラ

図版28 1 出土遺物 士師器・陶磁器・相輪・

銭貨

図版29 1 出土遺物縄文土器

図版30 1 出土遺物 石器・砥石・石嫉
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第1節調査に至る経緯

東日本高速道路株式会社(旧日本道路公団)は、房総半島内房地域の発展及び東京湾周辺の主要都市の

連携を強化するため、千葉市から富津市に至る高速自動車道である東関東自動車道千葉富津線(路線名:

館山自動車道)約56kmを計画した。このうち、平成7年度に千葉市から木更津南インターチェンジまで

の約35kmが開通している。次いで、木更津南ジヤンクションから君津市を経て富津竹岡インターチェン

ジに至る約21kmの区聞が東関東自動車道(木更津・富津糠)として事業化され、建設が行われることと

なった。

この道路建設に当たり、路線上に所在する遺跡について、東日本高速道路株式会社より千葉県教育委員

会に「埋蔵文化財の所在の有無及びその取扱いについて」の照会があり、これを受けて千葉県教育委員会

では現地踏査を実施し多数の遺跡が所在する旨、回答した。その取扱いについて、千葉県教育委員会と東

日本高速道路株式会社との間で慎重な協議が重ねられたが、現状保存が困難な部分についてはやむを得ず

発掘調査による記録保存の措置を講ずることで協議が整い、発掘調査は財団法人千葉県教育振興財団に委

託されることとなった。

第2節遺跡の位置と周辺の環境(第 1・2図、図版 1) 

沖入古墳群(1)・三直台古墳(2)・沖入遺跡(3)15)は、上総丘陵高宕山山系に源を発する小糸川の中流域

右岸、丘陵先端部にそれぞれ位置する。沖入古墳群の標高は約78m、三直台古墳の標高は約38m、沖入遺

跡の標高は34""""74mである。沖入古墳群・三直台古墳周辺の、小糸川によって開析された丘陵上及び沖積

平野には、様々な時代に亘る多様な遺跡が存在したことが明らかになってきている。

沖入古墳群(1)・三直台古墳(2)・沖入遺跡(3)15)の周辺では、ローム層のみられない場所が多く、旧石

器時代の遺跡もあまり見つかっていない状況であるが、畑沢遺跡(12)1)や星谷上遺跡(11)2)などで立川

ロームV層中から剥片が出土した。また、小糸川を挟んで対岸にある鹿島台遺跡(33)では、ナイフ形石器

などを含む石器の集中がVJI層中から確認されて注目さている 3)。

縄文時代は、早期からの遺構・遺物が検出されている。まず踊ヶ作遺跡(20)では、早期の竪穴住居跡や

炉穴が検出され、撚糸文系を主体とした土器や礁などが出土した4)。また、小橿川左岸の西郷遺跡(38)で

も炉穴が検出され、撚糸文系、沈線文系、条痕文系の土器が出土した5)。中期では、練木遺跡(21)で竪穴

住居跡や石織の製作跡が検出されている 6)。練木遺跡(21)から谷を挟んで隣の丘陵上に位置する三直貝塚

(22)でも中期の土器が出土しているが、三直貝塚では特に、後期~晩期に形成された環状盛土遺構や大型

住居跡群などが検出されたのが特筆されよう7)。大型住居跡は対岸の鹿島台遺跡(33)でも検出されてお

り、中期~後期の集落が、遺跡の中でも最も標高の高い地区に展開しているのが確認されたへそのほ

か、遺構は検出されていないが、泉遺跡(34)で晩期の土器片が若干出土している 9)。

弥生時代は、引き続き丘陵上が居住域として利用される一方で、低地でも生産域や墓域が営まれ、竪穴

住居跡の検出例もみられるようになる。三直台古墳(2)に隣接した低地に立地する三直中郷遺跡(19)では、

後背湿地に中期の溝状遺構が、微高地上で後期の竪穴住居跡が検出され、後背湿地に遺存する根株の年代

唱
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1沖入古墳群

2三直台古墳

3沖入遺跡

4中打越遺跡

5子安坂遺跡

67ki留遺跡

7南子安遺跡

8南子安金井崎遺跡

9九十九坊廃寺

10九十九坊台遺跡

11星谷上遺跡

12畑沢遺跡

13道祖神裏古墳

14外箕輪遺跡

15八幡神社古墳

16宇曽貝四ツ塚古墳

17八重原古墳群

18三直城跡

19三直中郷遺跡

20踊ケ作遺跡

21練木遺跡

22三直貝塚

23大鷲遺跡

24寺崎遺跡

25天神台遺跡

26常代遺跡

27周ノ前遺跡

28日影山横穴

29奥谷中古墳群

30狐山古墳

31狐山砦跡

32姥田遺跡

33鹿島台遺跡

34泉遺跡

35星谷遺跡
36周東城跡

37万崎古墳群

38西郷遺跡

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡(1:25，000)

ワ中
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測定から縄文時代晩期~弥生時代中期にかけてその開発が行われたことが推定されているlヘ更に下流の

川沿いに立地する常代遺跡(26)では、水田遺構に伴うとみられる中期の水路跡や堰跡などが検出され、多

量の土器のほか木製品も多く出土した。また、多数の方形周溝墓も検出されており注目されるω。一方大

規模な居住域としては、対岸丘陵上の鹿島台遺跡(33)が特筆されよう。中期~後期の竪穴住居跡が重複し

て多数検出され、特に中期の集落は環濠を伴っていることが明らかになっている。また、谷を挟んで隣の

丘陵上には同時期の方形周溝墓群とやや先行する時期の再葬墓も検出されたl九そのほか、西郷遺跡(38)

でも中期の竪穴住居跡が数軒検出された1九

古墳時代は、沖入古墳群(1)・三直台古墳(2)・沖入遺跡(3)ωとも主体となる時期である。沖入遺跡 1

号古墳の主体部からガラス玉や鉄石英製の管玉などが出土し、本地域では最も古式の前方後方墳であるこ

とがわかった。前期から後期に至るまで周辺でも多くの古墳や集落が営まれる。特に古墳は注目されるも

のも多く、沖入遺跡 1号墳をはじめとして、前期古墳としては県指定史跡の道祖神裏古墳(13)14)や、中

期~後期の古墳では、全長約86mを測る二重周溝の前方後円墳、八幡神社古墳(15)16)や、短甲を出土した

八重原古墳群(17)1ぺ円筒・形象埴輪を出土した全長約57mの前方後円墳である狐山古墳(30)18)などが注

目される。狐山古墳(30)に隣接する鹿島台遺跡(33)では、墳丘の残る古墳から狐山古墳(30)と同様な円筒

埴輪が出土した。また、主体部から約 3，700個もの臼玉がまとまって出土した円墳も検出されている則。

そのほか万崎古墳群(37)では、木棺直葬の主体部から耳環や大万などが出土している2ω。古墳時代の居住

域としては、鹿島台遺跡(33)で弥生時代から引き続き古墳時代中期までの大規模な集落が営まれる21)ほ

か、中打越遺跡(4)で前期の竪穴住居跡が22)、三直中郷遺跡(19)で中期の竪穴住居跡がお)、泉遺跡(34)で中

期末~後期前半の竪穴住居跡や溝状遺構などが24)、西郷遺跡(38)で後期の竪穴住居跡が25)検出されている。

生産域としては、姥田遺跡(32)で古墳時代~中世頃とみられる水田面が確認されているほか26)、三直中郷

遺跡(19)でも暗渠など耕作に関連すると考えられる溝状遺構が複数検出されたぺ

奈良・平安時代では、三直台古墳(2)から約6km南西方向に、漆紙文書や墨書土器、刻書土器等が出土

した郡街推定地、郡遺跡が所在するお)。その周辺には外箕輪遺跡(14)29)や三直中郷遺跡(19)釦)など、整然

と並ぶ掘立柱建物跡群が検出された遺跡が存在する。そして北方には、県指定文化財として保存が図られ

ている九十九坊廃寺(9)ωがある。九十九坊廃寺(9)付近の南子安金井崎遺跡(8)では、鍛冶などの工房跡

や掘立柱建物跡群などが検出されており、寺との密接な関係が想定されている3ヘ仏教関連ではほかに、

踊ヶ作遺跡(20)お)や練木遺跡(21)担)など周辺の丘陵上で火葬墓が数多く検出されており、特に踊ヶ作遺跡

(20)では骨蔵器に墓誌とみられる鉄板が伴出したものや、石植に納められたもの、木炭を伴うものなど多

様なあり方が認められている。奈良・平安時代の生産域としては、周辺の沖積地で広く条里区割が認めら

れるのが注目されよう。中でも三直中郷遺跡(19)では、大足や田下駄、建築材などの多量の木製品を補強

材とする畦畔が検出された3ヘ

中・近世に至ると周辺では塚の造営による信仰も盛んとなったと思われ、丘陵上などに多数の塚が認め

られるようになる。沖入遺跡(3 ) 40)では30基近い塚が調査されており、宝僅印塔相輪が出土している。ま

た、生産域は主に後背湿地において連綿と営まれた様子が三直中郷遺跡(19)などで確認されている3へ 一

方微高地では、三直中郷遺跡(19)、外箕輪遺跡(14)3ぺ常代遺跡(26)お)、泉遺跡(34)39)などで掘立柱建物

跡群が検出され、それぞれ貿易陶磁器や国産陶磁器がまとまって出土した。

注 1 佐伯秀人 1989 W星谷上古墳・畑沢遺跡(第2次調査)J財団法人君津郡市文化財センター

qu 
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2 注 1に同じ

3 財団法人千葉県文化財センター 2003 r千葉県文化財センタ一年報NO.27一平成13年度-J

栗田則久・中道俊一・新田浩三・安井健一 2006 r東関東自動車道(木更津・富津線)埋蔵文化財調査報

告書5一鹿島台遺跡 (A区・ D区) -J財団法人千葉県教育振興財団

4 土屋治雄・宮 重行 2006 r東関東自動車道(木更津・富津線)埋蔵文化財調査報告書6ー君津市踊ヶ作

遺跡一』財団法人千葉県教育振興財団

5 矢野淳ーほか 1992 r西郷遺跡・万崎古墳群』財団法人君津郡市文化財センター

6 高橋博文・田島 新・半津幹雄 2003r東関東自動車道(木更津・富津線)埋蔵文化財調査報告書 1ー君

津市練木遺跡一』財団法人千葉県文化財センター

7 吉野健一 2006 r東関東自動車道(木更津・富津線)埋蔵文化財調査報告書 7-君津市三直貝塚一』財団

法人千葉県教育振興財団

8 注3に同じ

9 松本勝 1996 r泉遺跡発掘調査報告書 1J財団法人君津郡市文化財センター

矢野淳一 1996 r泉遺跡発掘調査報告書IIJ財団法人君津郡市文化財センター

西原崇浩 2001 r平成12年度 君津市内遺跡発掘調査報告書E一泉遺跡一』君津市教育委員会

10 渡遁祐二 2001 r三直中郷遺跡発掘調査報告書』財団法人君津郡市文化財センター

相京邦彦 2003 r主要地方道君津鴨川線道路改良工事に伴う埋蔵文化財調査報告書一三直中郷遺跡(坂ノ

下地区)一』財団法人千葉県文化財センター

麻生正信・半揮幹雄 2005 r東関東自動車道(木更津・富津線)埋蔵文化財調査報告書4ー君津市三直中

郷遺跡(沖田地区・中郷地区)一』財団法人千葉県文化財センター

11 甲斐博幸 1996 r常代遺跡群』財団法人君津郡市文化財センター

小高幸男 1998 r常代遺跡IIJ財団法人君津郡市文化財センター

半津幹雄ほか 2004 r国道127号埋蔵文化財調査報告書一君津市常代遺跡六反免地区・郡条里遺跡・郡遺跡

(2)・郡遺跡(3)・小山野遺跡ー』財団法人千葉県文化財センター

12 注3に同じ

13 注5に同じ

14 大塚初重・上野純司 1976 r道祖神裏古墳調査概報』千葉県教育委員会

15 加藤修司ほか 2000 r千葉県文化財センター研究紀要21J財団法人千葉県文化財センター

16 笹生 衛 1989 r君津市外箕輪遺跡・八幡神社古墳発掘調査報告書』財団法人千葉県文化財センター

17 杉山晋作 1989 r千葉県君津市所在八重原 1号墳・ 2号墳の調査jr古墳時代研究JIII 

18 甲斐博幸ほか 1989 r君津市内遺跡群発掘調査報告書一大井戸八木古墳群・狐山古墳・狐山砦跡一』君津

市教育委員会

19 注 3に同じ

20 注 5に閉じ

21 注3に同じ

22 渡遁祐二・甲斐博幸

教育委員会

2001 r新子安遺跡群確認調査報告書II-中打越遺跡(2)・子安坂遺跡(2)ー』君津市

4
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23 注目に同じ

24 注9に同じ

25 注 5に同じ

26 松本勝 1998 r姥田遺跡発掘調査報告書』財団法人君津郡市文化財センター

光江章・松本勝 2002r平成13年度君津市内発掘調査報告書南子安金井崎遺跡E・姥田遺跡IIJ

君津市教育委員会

27 注目に同じ

28 笹生衛 1996 r郡遺跡群発掘調査報告書IIj財団法人君津郡市文化財センター

半揮幹雄ほか 2004 r国道127号埋蔵文化財調査報告書一君津市常代遺跡六反免地区・郡条里遺跡・郡遺跡

(2)・郡遺跡(3)・小山野遺跡一』財団法人千葉県文化財センター

29 中能 隆・笹生衛 1994 r外箕輪遺跡発掘調査報告書』財団法人君津郡市文化財センター

伊藤伸久 1997 r外箕輪遺跡IIJ財団法人君津郡市文化財センター

黒沢 聡 1997 r外箕輪遺跡IIU財団法人君津郡市文化財センター

30 注10に同じ

31 森本和男 1985 r君津市九十九坊廃寺世確認調査報告書』財団法人千葉県文化財センター

32 稲葉昭智 1996 W南子安金井崎遺跡』財団法人君津郡市文化財センター

光江章・松本勝 2002r平成13年度君津市内発掘調査報告書南子安金井崎遺跡E・姥回遺跡IIj

君津市教育委員会

33 注4に同じ

34 注6に閉じ

35 注10に同じ

36 注10に同じ

37 注29に閉じ

38 注11に同じ

39 注9に閉じ

40 注目に同じ
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第2編沖入古墳群・三直台古墳

第 1章調査の経過

沖入古墳群の発掘調査は平成11年度に行い一旦終了したが、その後設計変更等に伴い 1号墳の未調査部

分の一部を平成14年度に改めて調査することとなった。整理作業は平成17・18年度に行った。

三直台古墳の発掘調査も、平成11年度に行った。調査は古墳の南東裾部分670rriのみであったが、古墳

墳丘全体の測量も行った。整理作業は平成17年度に行った。

平成17・18年度の整理作業を経て、沖入古墳群・三直台古墳は平成18年度に合冊刊行することとなり最

終的には沖入遺跡を含めて刊行することになった。

沖入古墳群・三直台古墳の発掘調査及び整理作業に関わる職員及び作業内容は、以下のとおりである。

(沖入古墳群)

発掘調査

-期間 平成11年4月 1日~平成11年6月14日

内 容古墳2基(沖入 1号墳K-001・2号墳K-002)の本調査

調査部長沼津豊、南部調査事務所長高田博

担当者木更津調査室長小林清隆

-期間 平成14年5月7日~平成14年6月28日

内 容古墳1基(沖入 1号墳K-001)の本調査

整理作業

調査部長斎木勝、南部調査事務所長鈴木定明

担当者上席研究員田島新

・期 間平 成18年 1月16日~平成18年 1月31日・平成18年3月1日~平成18年3月31日

内容記録整理~原稿執筆の一部

調査部長矢戸三男、南部調査事務所長高田博

担当者上席研究員小高春雄、今泉潔

-期 間平 成18年4月3日~平成18年4月28日

内容原稿執筆の一部~報告書刊行

調査研究部長矢戸三男、南部調査事務所長高田博

担当者主席研究員加藤正信、研究員高梨友子

(三直台古墳)

発掘調査

-期間 平成11年4月 1日~平成11年7月16日

内容古墳1基 (670rri)の本調査

調査部長沼津豊、南部調査事務所長高田博

- 7 -
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担当者副所長柴田龍司、研究員鈴木良征、笹生衛

整理作業

・期間平成18年 1月4日~平成18年 1月31日・平成18年3月 1日~平成18年3月31日

内容記録整理~報告書刊行

調査部長矢戸三男、南部調査事務所長高田博

担当者上席研究員福田誠、研究員高梨友子

第2章沖入古墳群

第 1節遺跡の位置と周辺地形(第1・2・3図)

沖入古墳群は小糸川の中流域に位置し、最突端ではなくやや内側に入り込んだ丘陵の先端部近くに位置

している。周辺は平坦な台地が続くような地形ではなく、痩せ尾根状の丘陵最高部が緩やかな傾斜を持っ

て連続し、丘陵の上面となっている状態で丘陵上面も何段かの高さをもって連続している。今回一部分を

調査したK-001古墳の墳丘の部分に丘陵の一つの小ピークがあり、標高は約78mを測る。調査地の南側

は基本的には大きく蛇行して流れる小糸川へ下る丘陵の縁辺部に連なり標高を急激に減じ、標高約20mの

沖積低地に至る。北側は更に標高を増して丘陵の最高所の尾根部分に至る。最高所の部分の標高は約120

mとなっている。調査地と沖積地との標高差は約60m、丘陵最高部と沖積低地との標高差は約100mを測

り、斜面はかなり急峻となっている。

本遺跡のすぐ南側には沖入遺跡、北400m程には縄文後期の環状盛土遺構が検出された三直貝塚、更に

北側には練木遺跡、一方の南側には沖積低地に中世の屋敷跡が構築された三直中郷遺跡、約 2km南の丘

陵上には弥生・古墳時代の大集落を主とする鹿島台遺跡が所在し、小糸川水系を挟んだ水利に恵まれた遺

跡の集中度の高い地区でもある。

第2節調査の経過と遺構・遺物

本古墳群は当初 1基の前方後円墳『沖入 1号墳』として調査が計画され、南面する台地の先端部の後円

部から北北西側に前方部が延びる墳形が想定されていた。その墳形に対し、西側から前方部と後円部との

くびれ部にあたると見られる地点までが事業範囲に含まれ、その部分のみの調査が予定されていた。平成

11年の 1回目の調査の際に、地権者の方の御好意により事業用地外を含む形状の現状測量が可能となり、

形状の観察により円墳2基の可能性も想定され、両者を想定した中でのトレンチ調査から北側の小墳丘を

巡る周溝状の円形溝と、南側の大型の円形墳丘を巡るやや幅広の周溝状の円形溝が約5mの隔たりを持っ

て検出され、当初の 1基の前方後円墳ではなく南北に位置する大小2基の円墳ということが判明した。北

側の小規模な円墳は調査区内にすべて収まり、南側の大きい円墳は周溝・墳丘の西側の一部が用地にかか

るため、事業者と南側の円墳の地権者の方の多大なるご厚意をいただき、事業用地外に対しても墳丘の規

模・形状を把握するためのトレンチ調査をご承諾いただき、墳丘の南南東部にあたる部分にトレンチを設

定し墳丘の裾から周溝にかけての部分の解明に努めた。調査の中で南側の規模の大きい円墳をK-001

(古墳)と名付け、北側の小規模な円墳をK-002(古墳)として平成11年4月から 6月中旬まで調査を

- 10 -
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実施した。 K-002古墳は周溝の内径9.5m"""-'10mの規模の円墳で、墳頂部の表土直下に辛うじて遺存して

いた木棺直葬の主体部が検出され直万および鉄鎖少量が検出された。

しかし事業者の用地取得と工事内容の変更による設計の見直しによって、事業用地の範囲が南側で当初

よりやや広がり、南側の一部調査を実施し調査範囲以外は遺存している K-001古墳に対し、さらに調査

の必要が生じ、平成14年に 2回目の調査を実施することとなった。この調査は当初終了したK-001古墳

の墳丘の西側からさらに南西側の一部に対し、周溝から墳Eに南西からやや切り込む形の部分にあたり、

尾根部分から斜面に傾斜の始まる部分に遺存していた周溝の一部が検出された。調査区内の周溝の大半は

斜面の傾斜により遺存しておらず検出できなかった。さらに南西側の痩せ尾根の最突端にあたる微妙な高

まりの部分が小墳丘の古墳の可能性が伺われたが、調査では墳丘とは判断することができず、 K-001古

墳の周溝とそれより新しい時代の細い溝 (SDー001)が検出された。調査環境が悪いことも相まって南

西の突端部は古墳とは判断できず、 K-001古墳構築時の痩せ尾根の残丘であろうと判断された。

1. K-001古墳(沖入第 1号墳) (第4"""-'6図)

今回の調査の 2基の内、南側の規模の大きな古墳である。古墳の南側が事業用地にかかり、一部分の発

掘調査と墳丘の測量・周溝の確認トレンチ調査を行ったのみで全体は発掘調査をしていない。痩せ尾根状

に位置する古墳で、形状は現状から前方後円墳とも見られたが、周溝の検出状況から円墳であると判断さ

れた。墳頂はやや北側により平坦な部分が10mほどの広さを持ち、墳丘の南側のちょうど周溝にあたる部

分をほぼ東西方向に、そして墳丘の東側には南北方向に小径が走り、明確な周溝の窪みは確認できず、小

径の存在が周溝の位置を伺窺わせる程度で、あった。発掘調査によって周溝を検出することによって形状が

判明した。発掘した範囲では西側が痩せ尾根の斜面にかかり検出できなかった部分があり、調査区が周溝

の半周弱しかないため東半分側は検出できていない。その部分については地権者のご厚意により、南南東

側にトレンチを設定し周溝と旧表土の検出を行い、形状の把握に努めた。現況では最高所の標高は78.2

m、周溝周辺での標高は76.2m"""-'76.8mで遺存墳丘高は約1.5mということになる。周溝の掘り込みは浅い

皿状に掘り込まれ、急傾斜の部分では遺存していない。周溝全体で見ると墳丘をほぼ円形の形状に巡るも

のと見られ、復元した部分を含めて外径は約25m、内径で、は約20mである。周溝幅は斜面側は幅広く約4

m、南側のトレンチの部分では狭く 2.2m程で、ある。掘り込み深さは約0.5mで、周溝の覆土はロームを多

く含んだ褐色土を主体とし、自然に埋没しているようである。

墳丘は、墳頂まで調査が及ばず周溝の部分と墳丘の裾程度の部分の調査であるため、詳細な状況は観察

できなかったが、裾の部分には旧表土が遺存しており、その上に墳丘の盛土がなされている状況が観察さ

れた。このことから、本来の自然の痩せ尾根の旧表土の上から墳丘の盛土を積み上げて必要な墳丘の大き

さに構築しているものとみられる。盛土はロームを主体とし、黒色土を少なく使用しているが、周溝の掘

り込みの排土を墳丘盛士に使用したものと思われる。

主体部は墳頂部が調査区外にあたることもあって調査区内には検出されなかったが、 K-002古墳の検

出状況からすると、墳頂に掘り込まれた士坑に木棺直葬で埋葬したものと見られる。

遺物は今回の調査範囲内からは何も検出されず、 K-002古墳の遺物の検出状況から見ても周構内の遺

物も多いとは思われず、遺物から本古墳の時期決定をすることは判断しかねる。

つ臼
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K-OOl 断面土層注記
(A-A') 
I 表土 粘土質の強い暗褐色で木の根などが密に入る

1 暗黄褐色土黒色土に粘質の褐色土が混ざる
2 黒褐色土 黒味の深い粘質の強い土
3 暗褐色土 粘質の褐色土にプロック状の粘質土が含まれる

(B-B') 

I 表土層 暗黄褐色土
①黒褐色土 I層よりもやや黄色を含み、粘質がある
1 暗黄褐色土黒色土に粘質の褐色土が混ざる
2 黒褐色土 黒味の深い粘質の強い士
3 暗褐色土 粘質の褐色土にプロック状の粘質土が含まれる

(C-C') 

I 表土層
1 暗褐色土

2 黒褐色土

(D-D') 
I 表土層
a 暗褐色土 細粒の粘質土を主体にする
b 暗褐色土 細粒の粘質土を主体とし、A層よりも色調が暗い

c 暗褐色土 細粒の粘質土を主体とし、黒色土を少量含む
d 明黄色土 ローム状の黄色土と粘質の黄色土が混ざる
e 黒褐色土 黒色土にローム状の黄色士が少量混ざる
1 暗黄褐色土細粒の黄色土に黒色土が均一に混じる
2 暗褐色土 黒色土と黄色土が密な状態で混ざり、粘性が強い
3 黒褐色土 細粒の黒色土に少量の黄色土が混ざり.粘性が強い

4 暗褐色土 粘質の黄色士に黒色土が少量混ざる

， 
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(E-E') 

a 黒褐色土 細粒の粘質土を主体とし.少量の黒色士を含む
b 明褐色土 ローム状の黄色土に少量の黒色土を含む

黒褐色士
明黄褐色土細粒の黄色土に黒色土が均一に混じる

K-OOlの1層に同じ

2 暗褐色土 黒色土と黄色土が密な状態で混じり、粘性が強い
K-OOlのD-D'の2層と同じ

α 黒褐色土 黒色土と黄色土が均一に混じる
SD-OOlのA-A'の2層と同じ

8 黒禍色土 SD-OOlのA-A'の3層と同じ

F' 77.~~} F 

、~ミミ七コτヨチ~__ 1 

- 三=-、、

(F-F') 
a 黒褐色土 細粒の粘質土を主体とし、少量の黒色土を含む
b 明褐色土 ローム状の黄色土に少量の黒色土を含む

黒褐色土
暗黄褐色土細粒の黄色土に黒色土が均一に混じる

K-OOlのDーD'の1層と同じ

2 暗褐色土 黒色土と黄色土が密な状態で混じり、粘性が強い
K-OOlのD-D'の2層と同じ

3 暗褐色土 細粒の黄色土に黒色土が均一に混じる
4 暗黄褐色土細粒の黄色土に黒色土が均一に混じる
α 黒褐色土 黒色土と黄色土が均一に混じる

SD-OOlのA-A'の2層と同じ。黒褐色土 細粒の黒色土に少量の黄色土が混じり、粘性が強い
SD-OOlのA-A'の3層と閉じ

。 (1/100) 4m 

第6図 K-OOl墳丘・周溝断面図
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2. K-002古墳(沖入第2号墳) (第 7'""'-'10図)

ほぼ全体を調査できた古墳で、南に位置する K-001古墳とは両者の周溝の外周で、約4.5m隔たってい

る。周溝は調査区内に含まれ、墳丘の西側には現況で道が存在している。そのため墳丘が西側では道の部

分でやや窪んでいる。この道は近世頃にはすでに道として用いられていたようで、道の位置に沿って円形

のピット列による溝状の遺構が検出された(調査区内では12基の掘り込みが検出されている。全体図に位

置を表記した)。

表土を除去するとすぐに盛土が検出され、厚さ約O.4mが確認できた。盛土は黒色土と黒色土にローム

を含む土を主体とし、それらを互層的に何回かに分けて盛土を行い固めていったようで、全体的にしまっ

ている。盛土の下には旧表土の黒色土が約0.15mの厚さで古墳中央から直径約 8mの円形の範囲にわたっ

て確認され、墳丘裾にあたる周溝内周との部分には幅約 1mの旧表土の存在しない部分が環状に認めら

れ、墳丘裾のテラス部となっている。

周溝は墳丘の周囲約 1mのテラス部を挟みほぼ円形の環状に全周し、内径9.5m'""'-'10m、外径12m'""'-'13 

m、周溝幅は約1.5m'""'-'1.8m、深さは0.6m程で、なだらかに掘り込まれ、逆台形断面の形状である。覆土

は、黒色土を中心としてロームを少し含む土が含まれている。堆積状態は人為による埋め戻しではなく自

然堆積の様相を示している。周溝内及び周辺のテラス部を主として土師器・須恵器が少量検出され、その

多くは須恵器で、古墳の儀礼・祭把に関連するものとみられる。

墳丘のほぼ墳頂に近い部分に主体部が 1基検出され、直刀・鉄鉱の副葬品が出土した。墳丘部分の表土

を除去し、墳丘の盛土を掘り下げ始めたところ、すぐに鉄製品が検出され墳頂部に主体部の存在すること

が確認され、掘り込み範囲の確認、棺部分の検出等につとめた。篠竹、孟宗竹の撹乱が著しく掘り込みプ

ラン、棺部の範囲は確実にはできなかった。主体部の調査後墳丘の全面掘り下げを行い盛土を除去し旧表

土下の遺構の検出等を行ったが、遺構は検出されなかった。

主体部

本古墳には主体部が 1基存在する。遺存の良好でない墳丘の中央部からほんのわずか西に寄ったところ

に、主体部が 1基検出された。墳丘中央から西に約0.7m寄ったところを主体部の長軸線が通過する程度

のずれであるので、ほぼ墳丘中央という表現でよいと思われる。

主体部の掘り込みは不明瞭で、、墳丘の表士を除去し墳丘盛土にあたるロームを主体とする士の掘り下げ

を始めたところ、大きめの鉄製品が検出された。その周辺に更に鉄製品が検出された結果、直刀 1本、鉄

鎖片がまとまって検出され主体部への埋納品と判断された。その出土状況から掘り込みプランの検出に努

めた。表土直下の篠・孟宗竹の根による撹乱が著しい中での主体部の形状の確認は非常に困難で、その中

での微妙な土質の違いから判断し、主体部のプランとみられる範囲を確認した。検出時からの土層断面の

観察はほとんど不可能で、主体部覆土と埋め戻し土との差異はほとんどない状況で、あった。

主体部の掘り込みはほとんど遺存せず、確認できた規模は形状がほぼ長方形になるものとみられ、現況

を元に復元すると長軸が2.15m、短軸が0.85m、長軸はN-460 -Eの傾きで北東から南西方向を向く。長

軸の南東辺のみ掘り込みの壁が一部遺存し、長さ1.9m、高さO.lm程である。硬度や含有物による明瞭な

覆土と底面との差異は確認できず、掘り込みの形状はかなり復元的な要素が強い。更にその中での木棺等

の棺材や埋め戻し土との分離ができない状況なので、棺部の形状・規模は不明である。埋め戻し土の粘土

の有無に等についても観察できる状況で、はなかった。
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副葬品は、検出のきっかけとなった直万 1点、鉄鉱20点ほどである。直刀は主体部の長軸とほぼ平行に

柄を北東に向け刃部を外側へ向けて水平に検出され、切先に近い部分が折損し撹乱しており、撹乱してい

るその部分から、鉄鍛が方向性を定めず散乱した状態で検出されている。鉄鉱片の一部が本来の主体部の

範囲外から 1点、まとまった出土地点から北西辺の際に 1点、 0.6m程大きく隔たり出土していることか

らも、 0.3m以上の範囲にわたるこの部分は撹乱されているとみられる。直万と鉄鉱の鉄製品以外の副葬

品は検出されていない。

その他の埋葬施設にあたるような墳丘・周溝内の掘り込み等は検出されなかった。

遺物

本遺跡の調査において遺物の検出された遺構は、 K-002古墳のみで、 K-001古墳から遺物は検出され

ていない。主体部出土の鉄製品と、周溝周辺や墳丘裾を主として出土した土器類であるが、土器類につい

ては出土量は少ない。

1から14は主体部出土の鉄製品である。 1は途中で3分割されているがほぼ完形の直刀である。反りは

ほとんどみられずほぼ直線である。切先の一部とみられる破片がやや隔たって出土し、他の 2片とは接合

しない。切先の一部の破片は長さ4.5cm、身幅2.4cm"'-'1. 6cmと幅を緩やかに減じて切先端に至るものと思わ

れる。断面は三角断面で身厚0.6cmを測る。中間の破片は切先側の部分から約14cmの部分で、破損し、刃部

側の欠損が大きく完全には接合しない。出土状況も屈曲して出土しており、両者は接合せず空隙が開くか

も知れない。直万の折損部分と切先の一部、更に鉄搬の出土地点は遺物が散乱しており埋葬時の状態を

保っているとは思いがたく、何らかの撹乱を受けた結果、散乱状態での遺物の出土となったものと思われ

る。折損している部分には、一部木質が付着している。万身部のほぼ中央部分に水色と緑色の有機物が残

存し、水色のものは細巻き痕で、緑色のものは革の痕跡とみられるが確実ではなく、鞘に関するものかそ

の上を覆っていた物かの判断は付きかねる。現存長は84.7cmで、あるが本来の長さは切先側を一部失ってお

り、比較的長めの直万である。万身長は現存69.5cm、接合状態によってさらに長くなるとみられ、身幅は

茎に近い部分が最も広く 3.4cm、断面は刃部は三角形状で背厚0.6cm"'-'0.8cmを測る。茎はほぼ鋒の方がわず

かに厚い長方形断面で、茎幅は2.2cm"'-'1.3cm、厚さ0.6cm"'-'0.4cmである。茎端は、鋒方向に細くなりながら

端部を丸く収めている。茎長は15.1cmで、ある。目釘孔は2孔確認され、径は約0.5cm、茎尻側のものには目

釘が一部遺存し折損している。目釘の遺存する周辺の茎には柄の木質が残り鋒側はすぐに柄の表面た、った

らしく、 X線写真の観察によるとひも状のものが直交して細かな段を成している。柄巻きの紐の痕跡と思

われるが肉眼では確認できない。

周溝覆土注記
(P rr-A) 1 暗褐色土 細粒の黒色土に黄色土が含まれ、しまりが弱い

2 黒褐色士 黒色土の細粒を主体とし、僅かにローム様の黄色土を含む
3 黒褐色土 黒色土と黄色土が混じり合う
4 褐色士 黄色土や砂を主体とし僅かに 1cm程度のブロックを含む

(P rr -A') 1 暗掲色土黄色士の細粒を含む
1 .暗褐色土 1よりやや明るい

2 黒褐色士 黒色土に黄色士の細粒が僅かに含まれる
3 黒褐色士黒色士に黄色士の細粒が含まれ、粘質がある
4 暗褐色士 ローム状の黄色士に黒色土の細粒が含まれる
5 黒褐色土轍密な黒色士に黄色土の細粒が含まれる
6 褐色土 ローム様の黄色土を主にする

(P rr -B) 1 暗褐色土 黒色士と褐色土が混ざり、しまりが弱し、
2 黒褐色土 しまりの強い黒色土を主体とする
3 褐色土 黒色土とローム状の細粒が混ざる粘質士

(P rr -B') 1 黒色土 細粒でしまりの弱い黒色土を主とする
2 黒褐色土 黒色士と少量のローム状の褐色土が混ざる
3 暗褐色土 黒色土とローム状の褐色土が混ざり合う

共通土層
I 表土(撹乱層)
E 黒褐色土層(旧表土)
E 黄褐色軟質ローム層(ソフトローム、旧表土)

A 黄褐色土 (主体部の覆土)棺床の埋め戻し土 bよりやや明るい
a ローム状の明るい土
b ロームの小プロック

c 黒色土
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υl 
g 。。
ミb
p、

2 "'"'14は鉄鉱である。融着したものや折損して小破片になったものなど、撹乱され破損した状態のもの

が多い。形状が明らかなのは 2と融着した 3・4の各2本、 7の刃部のみ融着した 2本の合計 7本程度

で、あとは各部の小片で、ある。 2は接合してほぼ完形になった片関片刃箭式の鍛である。全長13.4cm、身

長5.1cm、身幅O.7cm、茎長5.4cm、糠状突起はあまり明瞭でない。 3は2本の嫉が融着したもので、 2本と

も片関片刃箭式の鍛である。両者ともに茎端には箭柄の木質が残る。左のものは全長12.3cm、身長10.3cm、

身幅O.7cm、右のものは全長14.6cm、身長約10.1cm、身幅O.8cm、棒状部長約8cmを測る。両者ともに練状突

起は不明瞭である。 4は2本の融着したもので、左のものは片関片刃箭式の接合完形の鎖で、全長14.6cm、

身長9.8cm、身幅O.8cm、茎長4.4cm、右のものは有茎三角形鍛で身長約4.0cm、身幅3.8cm、茎長O.9cmを測る。

茎は平板状に平坦で、全体の厚みも約O.2cmである。逆練の挟りは大きくやや緩やかで、深さはl.Ocmであ

19 -
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5は嫉の棒状部の部分で現存長

7.1cm、幅0.5cmを測る。 6は棒状部と茎

る。

の部分で全長7.1cm、醜状突起は不明瞭

8・10・11は繊の棒状部の部分で両端

7は2本の融着とみられ、有茎

三角形織と片刃式の鍛の刃部の融着した

ものとみられる。有茎三角形織は中央に

茎部の木質も残り、峰先を破損し逆聴を

一部破損する。そのすぐ右側に片刃嫉の

刃部のみが棒状部を折損して融着してい

三角形繊の身長3.1cm、身幅3.8cm、

10は

14は織の茎で9は箭柄の木質が残り円形

9 . 12・

9の現存長は1.7cm、

直径0.8cmの円形断面に茎幅0.6cmであ

る。 12・14は茎端で先端が細く尖って反

対側の箭柄方向を折損している。 13は刃

残存長

2.0cm、幅1.1cm、厚さ0.3cmの三角形断面

これらとは別に 1の直万の

破片が剥離したとみられる破片があり、

直万には接合はしないが直万片から薄く

剥離したものと判断される 5点の破片で

ある

外反している。内面は全面に、外面はほ

ぼ上半部に赤彩が施される。 16は須恵器

の大警の口縁部で点数は多いが接合せ

17・18・

20"'22は須恵器の賓の破片でやや細かい

タタキ目が表面に施される。 19は須恵器

の躍(ハソウ)で、接合はしないが口縁

からほぼ底部近くまでの破片が検出され

8は長さ2.3cm、

11は2.5cmを測る。

部の一部で両端を折損する。

をしている。

(図版6に写真のみ掲載した番号の

口径12cm、器高

口唇がめくれ返るように

ず、復元口径18.4cmとなる。
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ている。弱い沈線に区画された波状の細かい櫛描文が施され、焼成・胎土は底部近くではやや甘く粗雑で

ある。 23・24は縄文土器の小破片で、縦方向の沈線に区画された部分に縄文の区画とミガキの区画がみられ

る。中期のものであろうか。

3. S D-OOl (第11図)

本遺構はKー001古墳の南西側の周溝に接して位置する溝で、 K-001古墳の周溝の覆土を掘り込んで作

られている。ちょうどK-001古墳の周溝に隣接し、別の古墳が占地するような状況の位置関係である。

K-001古墳の南西側に台地の地膨れ状に盛り上がる部分があり、古墳の墳丘の残存を窺わせるようであ

る。調査できた長さは約13m、幅は約 1m、深さは約0.5mである。覆土は黒色土を主体とするが黄色の

ロームを含んでいる。自然堆積の状況を示している。溝の巡り方は中央がやや直線的に延び傾斜面に至る

両端では、やや南にすぼまるように急に弧を描く。通常みられるような円墳の周溝の描くカーブとはやや

異なる平面形を描いている。 K-001古墳の周溝が墳丘の形状に沿って境界を示しているのに対し、 S

D-001は南東に続く丘陵の尾根部分を何らかの意図を持って古墳とは逆の方向から区画するために掘り

込まれた溝であることが窺える。しかし南西側の尾根の続きが古墳墳丘とはやや異なり、盛土状の墳丘を

成していないことや、墳頂部にあたる部分周辺からは主体部の検出はなく、遺物出土もなかったこと、溝

の南側の端部が急激に傾斜方向に落ちて道路状に窪んでいることなど、古墳周溝とみるよりも K-001古

墳周溝に対して裾をかすめて通る通路状の窪みという感が強い。

溝の南西側は丘陵端部となって傾斜に至り急に下っている。ここはK-001古墳の削り出しによる残丘

の一部として丘陵が切断されたものとみられる。

76.9m~ 

SD-OOl 断面士層注記

I 表土

。

A 

(1/40) 1m 

l 暗褐色土 1皿大の砂岩を含み、細粒の黄色土が少量見られる、しまりは悪い

2 黒褐色土 黒色土と黄色土が均一に混じる

3 黒褐色土 細粒の黒色土に少量の黄色土が混じり粘性が強い

4 明黄褐色士 細粒の黄色土に黒色土が均一に混じる
※ 1-3層はSD-OOlの覆士、 4層はK-OOlの覆土

第11図 SD-001・平面図

一 22-

⑧ 

。 (1/100) 5m 



第2編 沖入古墳群・三直台古墳

第3節まとめ

沖入古墳群は、古くは沖入 1号墳として 1基の前方後円墳として所在が知られていたが、今回の調査に

より大小2基の円墳からなる古墳群ということになった。 2基のうち南側の 1基は、古くから知られてい

た前方後円墳に相当する古墳で、規模も周溝の内径で、約20mと、他の 1基より径にして約2倍の大きさで

ある。北側のものは旧来は北に延びる前方部として認識されていたが、今回の調査によって円形に周溝が

全周することが判明し、周溝の内径約10mの小規模な円墳となった。調査は、事業範囲の関係で南側の

K-001古墳はその西側の一部の調査しか実施できなかったが、地権者の方の御好意によって墳形確認の

調査トレンチを事業地外にも設定することができ、それによって古墳の墳丘・周溝の規模や形状を把握す

ることができるようになった。ただし埋葬主体部の存在する可能性の一番高い墳頂部の調査は実施できな

かったことや、遺物の出土がなく北に位置する古墳との時期を比較できるような資料が得られなかったこ

とは惜しまれる。しかし、両者の位置関係と規模の差からみて南側に位置する K-001古墳が本古墳群の

主墳であると判断されよう。両者の構築時期はあまり違わない時期とみられるが、主墳たるK-001古墳

を初現とし、それに続く従たるものをK-002古墳と考えるのが自然であろう。 K-002古墳は主体部の出

土遺物から古墳時代後期の 6世紀中葉頃とみられ、 K-001古墳はそれを少し遡る時期の構築と考えられ

よう。

北側のK-002古墳は、今回の調査で古くからの 1基の古墳という認識から分離して 1基の小規模な円

墳として確認されたもので、南のものに比べ約半分の径であるが、今回の調査では全体が事業地内に含ま

れ全容を調査することができた。墳丘は遺存が悪く墳頂にあたる部分の表土直下の盛土からすぐに鉄製品

が検出され、主体部であることは窺えたが表土からの撹乱が著しく、明瞭な埋葬施設の検出は困難を極

め、正確な規模や構造は確定できなかった。主体部の出土遺物は直万と鉄鎖で、精査によっても玉類等の

装身具類は検出されなかったことから、遺体の埋葬時には副葬されなかったものと思われる。周溝や墳丘

の裾からは赤彩の土師器椀と須恵器の瞳(ハソウ)、大空片が検出されているが、須恵器の破片の散乱状

況は埋葬時もしくは供養等の儀式の際に、土器類の使用後に意識的に破砕され周辺に散布するようにまき

散らしている可能性が考えられる。但し須恵器の躍の時期が古墳構築時期と大きく異なることが問題であ

る。

K-002古墳主体部出土の鉄製品は、本古墳の時期決定の重要な資料となろうが、鉄鉱類の形状からは古

墳時代後期の 6世紀後半頃の時期が考えられる。一方墳丘裾や周溝周辺から出土した須恵器や土師器の形

状からは古墳時代中期、 5世紀後半の時期が考えられ、主体部出土の鉄製品と周溝周辺出土土器類との時

期が 1世紀近く隔たっている。主体部の埋葬時期は6世紀中葉頃と考えられ、周溝周辺出土の土器は前時

代の遺構に伴う流れ込みともみられるが、調査範囲からはそれらの存在する立地条件や環境の余地は少な

いように見受けられる。時期の異なる両者の遺物が出土するに至った背景は、祭器類の伝世の可能性を含

み、簡単には理解出来ない事情が内包されているものと見られる。
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第2編沖入古墳群・三直台古墳

第3章三直台古墳

第 1節調査の方法

調査範囲は古墳(遺構番号001)の南東部の一部分のみであったが、発掘調査に先立つて古墳とその周

辺の測量を行った。測量を行うに当たり、まず見かけの墳頂を中心にして計15本の任意の杭を設定した。

そしてそれらの杭を基準に、縮尺100分の 1で等高線20cm間隔の墳正測量図を作成した。測量後、斜面の

傾斜に直交するように調査範囲内にトレンチを入れ、墳丘盛土の状況と周溝の位置の確認を行いながら、

土層断面図を20分の 1で作成した。その後調査範囲の表土を除去し周溝や土坑、溝状遺構などを検出、適

宜記録を取りながら調査を終了した。なお、任意の杭については後日座標の測量を行った。

第2節遺構と遺物

1 遺構

(1)古墳

001 (第12・13図、図版7・8)

三直台古墳は 1基のみからなる古墳とみられるが、調査に当たり便宜的に001の遺構番号を付した。

001は、南東に延びる痩せ尾根の付根部分に位置する。墳丘が遺存しており、周溝がその南東側に弧状

に検出された。周溝の状況及び墳丘測量成果から円墳と推定され、径は約25mと復元される。

検出された周溝は幅約2.3m、深さ約O.4mを測る。西側は斜面で既に流出してしまったためか、平面的

にプランを捉えることは全くできなかった。東側は急斜面で調査できていない。断面形は緩やかなU字形

を呈するが、東側は一段低くなり、平坦になっている。覆土は、黒色土を主体とする黒褐色土である。

盛土層は、確認できたものは僅かであるが、第13図2"'-'9層がそれに相当する層とみられる。 19層は旧

表土とみられ、周溝に切られている。地山の上に旧表土が堆積する部分もあるが、斜面部では地山の上に

暗褐色土 (23層)の堆積が認められ、その上に旧表土が堆積する。

埋葬施設は、調査範囲からは検出されなかった。周溝の内側の表土下で、平面形が長方形を呈する土坑

(002)が検出されたが、 001とは直接関係のない可能性が高い。

遺物は、縄文土器、弥生土器、土師器、中・近世陶磁器などの小破片が周溝内から少量出土したが、い

ずれも001に関わる可能性が低い。一部を第14図に掲載した。

(2)土坑

002 (第12図)

001の周溝内側表土下から検出された土坑である。平面形は長軸約4.5m、短軸約1.0mの長方形で、深さ

は約1.2mである。覆土は黄色土を混入する黒色土で、全体的にしまりがない。土層断面の観察によると、

001の墳丘盛土を切って構築されていることが明らかである。 001とは関係のない可能性が高い。

遺物は図示していないが、縄文土器、弥生土器、土師器、中・近世陶磁器などの小破片が少量出土し

た。いずれも混入品とみられる。
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2 回ハ己
4 

o (1/3) (1 ~4) 10an 

o (1/1) (5~7) 5an 

第14図出土遺物

( 3 )溝状遺構

003 (第12図)

001の周溝の外側で、弧を描くように検出された溝状遺構である。遺構番号を付さずに発掘調査を行っ

たが、報告に当たって、便宜的に i003J の遺構番号を付した。 003の幅は約1.5m、検出面からの深さは

約0.8mを測る。覆土はしまりのある暗黄褐色土で、硬化面をもつことから、道として機能したものと考

えられる。遺物は出土していないが、中 ・近世の所産と考えられる。

2 出土遺物(第14図、図版8)

001の周溝内及び調査区内から、縄文土器、弥生土器、土師器、中 ・近世陶磁器、銭貨などが少量出土

した。これらのうち、比較的状態の良い7点を図示した。

1""""'3は001周溝内から出土したものである。 1は、土師器の査である。折返しとなる口縁部には櫛描

波状文が施され、ボタン状の粘土が貼付される。ボタン状の粘土の上には、竹管端部などで押捺が施され

るようである。内外面とも磨耗し、赤彩の有無は明らかでない。古墳時代前期に比定されるものと考えら

れる。 2・3はともに近世瀬戸の製品とみられる。 2は飴紬の皿で、紬は内面には全面的に施されるが、

外面はまだらである。 3は天目茶碗である。外面下端は露胎となっている。 4は石皿の破片と考えられ

る。中央部に穴があくまで使用されたものと考えられる。 5""""'7は銭貨で、いずれも寛永通賓である。

ウ
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L
 



第2編沖入古墳群・三直台古墳

第2表掲載銭貨一覧表

外径(皿) 内径(阻) 文字底厚
挿図番号 銭種 縁厚(阻)

(mm) 
重量(g) 備考

上下 左右 上下 左右

第14図 5 寛永通賓 22.45 22. 58 5.63 5.67 1. 19~ 1. 30 o. 93 2.54 背面元

第14図 6 寛永通賓 23.81 22. 83 5. 87 5.45 1. 26~ 1. 44 O. 71 3.39 

第14図 7 寛永通賓 25.94 26.11 5. 90 6.15 1. 47~ 1. 70 0.81 2.26 背面文

第3節まとめ

三直台古墳 (001)の今回の調査は、古墳の墳丘裾部の一部の発掘にとどまったが、幅約2.3mの周溝の

一部が確認され、径約25mの円墳と推定されるに至った。古墳の時期については、周溝から古墳時代前期

に比定されうる壷の破片が出土したが、小破片であり、古墳に伴うものとは断定できない。三直台古墳の

至近には前期の前方後方墳である沖入遺跡 1号墳や、後期の円墳と推定される沖入第 1号墳 (K-001)・

沖入第2号墳 (K-002)などがあり、これらと比較すれば、中期~後期の古墳と考えられよう。
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第3編沖入遺跡

第 1章調査の経過と概要

第 1節調査の経過

平成11年度の調査(第 1・15図"-'17図)

沖入遺跡は南側に小糸川の沖積地を望む台地斜面に立地する。遺跡の南側の低地・沖積地に位置する沖

田地区の50，500rrfについては、平成9年12月 1日から平成10年3月31日まで確認調査が実施された。つづ

いて、平成10年4月 1日から平成10年7月31日まで、沖田地区の西端部分と中郷地区の47，200rri'について

確認調査が実施された。しかし、沖積地の確認調査はその全域を対象として実施されたが、沖積地を望む

台地及び台地斜面の確認調査はされなかった。

沖入遺跡は南側に小糸川を望む台地斜面部に立地しており、調査に先立つ協議ですで、に塚2基の所在

と、台地頂部に古墳様の高まりの所在が確認されていたため、塚2基と古墳が調査対象とされた。頂部の

古墳については用地買収が間に合わず、塚2基のみの調査が実施されることになった。そのため塚以外の

事業地内の確認調査は実施されず、調査対象からは除かれていた。

調査の開始に伴い、塚周辺の伐採作業がおこなわれた。この伐採作業も塚2基だ、けの範囲で、あったが、

伐採作業が進むと小形の塚や塚状の高まりが多数確認された。そのため、塚2基のみでなく、塚群として

の調査の必要性が高まり、事業地内の全面伐採と、確認調査が必要になった。伐採に伴う重機類の走行に

ついては、塚状の盛土の上を走らないようにしたが、高さが低いため気づかなく走ってしまった場合も

あった。

一方、沖入遺跡の台地頂部は未買地のため調査はできなかったが、地形図から推測すると未買地の中に

前方後円墳らしきものが見られた。そこで、未買地の東側の事業地内に、確認の為のトレンチを入れた

(第15'16図)。狭い範囲であったが、古墳墳丘と盛土及び墳丘上から流れ出た土砂と推定される土層を確

認した。その為、頂部の古墳の調査の必要性が生じ、平成17年度の調査になった。

沖入遺跡の伐採および伐木や発掘調査が進むなかで、沖入遺跡の所在する台地及び台地斜面にも、小範

囲であるが平坦面が所在することが明らかになった。また、確認調査を実施した水田面から台地に移行す

る部分には、地形図から塚状の高まりあるいは遺跡の所在が疑われる部分がある可能性があり、現地確認

したところ塚状の遺構や平場が確認された。そのため、国土交通省及び県教育庁文化財課と協議の結果、

塚については「追加分」の塚として調査を実施し、平場については遺構、遺物の確認のためトレンチ調査

を行うことになった。平場での確認トレンチでは、縄文土器の小破片の出土は見られたが、遺構の検出は

無かった。そのため、斜面及び台地平場の本調査は実施しなかった。新規発見の塚は、その後の調査に

よって、本地域で最も古い前方後方墳を転用した塚であることが判明した。

このように、沖入遺跡では都合28基の塚が確認された。台地斜面で27基、低位台地面で前方後方墳とそ

の前方後方墳を転用した塚 1基が確認された。この塚は塚28(SM-028) と命名し調査を実施した。

-29 -



第3編沖入遺跡

平成17年度の調査(第 1・15図""'-'17図)

台地頂部の未買地については、平成11年度の調査結果から調査の必要性が確認されていた。この未買地

は平成17年度内に解決したため、直ちに調査を着手することになった。調査に先立ち調査区内の伐木を

行った結果、平成11年の調査の成果と一致して、古墳状の高まりが2基確認され、調査を実施したもので

ある。

発掘調査及び整理作業と事業内容、担当職員は以下のとおりである。

O発掘調査

調査期間

調査場所

平成11月8月17日~平成12年3月27日

君津市三直1130-2ほか

調査の対象 確認調査 上層

下層

660rrf/6，600rrf 

132rrf/6，600rrf 

本調査 上層 3，250rrf/6，600rrf 

下層 Orrf/6，600rrf 

検出遺構 縄文時代早期遺物包含層

前方後方墳 1基

塚 28基

溝 2条

調査部長沼津豊南部調査事務所長高 田 博

担当職員主任研究員相京邦彦、研究員鈴木良征

0発掘調査

調査期間 平成18月2月 1日~平成18年3月24日

調査場所 君津市三直1130-6ほか

調査の対象確認調査 上層

下層

本調査 上層

検出遺構 古墳 1基

塚 1基

570rrf/5，700rrf 

Orrf/5，700rrf 

古墳 1基、塚 1基

溝 1条(前回調査の延長部分)

調査部長矢戸三男南部調査事務所長高田博

担当職員副所長兼主席研究員相京邦彦、上席研究員福田 誠・鈴木弘幸

0整理作業

調査期間平 成18年4月 1日~平成18年12月31日

内 容水洗・注記から報告書刊行まで

調査研究部長矢戸三男、南部調査事務所長高田博

- 30 -



コ

度年査調
一
ル」

司

区

:
/査

二
一
調第15図





9 

C). 

:'10m 、、小、
λ ¥、

¥ 



第3編沖入遺跡

担当職員主席研究員兼副所長相京邦彦、主席研究員加藤正信、研究員高梨友子

第3節調査の方法(第16図)

沖入遺跡の調査対象範囲は、斜面部に所在する塚2基と台地上にある古墳が含まれているため、両者を

含む全域に、一辺20mのグリッドを設定した。この20mX20mのグリッドを大グリッドとして、北側から

南側にむかつて 1・2・3・・ 16まで、西側から東側に向かつてアルファベットでA・B・c. . Jと命

名した。さらに、この大グリッド内に一辺 2mX2mの小グリッドを、西北端を00として00""'99までの

100個を設定し、遺構の図示および出土遺物の記録に使用した。

第3節基本層序(第18図、図版10)

基本土層として 9Gー00で記録した土層を基本層序とした。 9G-00が位置する場所は、調査区の中で

唯一ローム層が残存していた場所であるが、ローム層は二次堆積の様相を示していた。第6層が地山と推

定される土層であるが、黒色土粒を若干含んでいる。 SZ-OOl CSM-028) が所在する位置の標高は約

34mで、水田面の標高は約20m、水田面とSZ-OOlとの比高は約10""'15mで、ある。最上部に位置するSZ-

003の標高は約74mで、その差は40mにも達している。斜面部の傾斜は立っているのが大変なほど急傾斜

で、木・根を含む表土が薄く堆積しているだけで、すぐに地山に移行していた。また、ローム層の堆積範

囲は狭く、調査地区のほとんどでローム層の検出はできなかった。この地の地山層には、最大こぶし大の

礁が多量に含まれており、表土層にもこれら礁が含まれていた。

61.5m 

9G-OO 

包含層標準土層
9G-QQ 

1層黒色土層(表土層) 木根多く、乾燥すると白くなる
2層黒色土層 木根多い
3層黒色土層 微量のローム粒を含み、若干粘性を呈す

乾燥すると固くなる
4層黒色土層 粘性が強い、全体にロームを含み、明るい
5層暗黒褐色土層 ローム・ローム粒を少量含む

遺物包含層、撚糸文系土器を吉む
6層階黄褐色士層 ローム(ソフトローム層)で、若干黒色土粒を含む

※ 包含層の遺物は5層を中心として出土している
石斧は5層最下位から出土した

第四図基本層序(1/20)
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第3表遺構一覧

形状
規模(m)

比高(m) 備 考
長軸 短軸

1 S Z -001 古墳 前方後方墳 主体部あり、塚に転用(SM-028)

2 S Z-002 古墳 円墳 主体部あり

3 S Z-003 塚 方形 大型塚(SM-029)

4 SM-OOl 塚 方形 8.3 (7.0) 1.2 大型塚

5 SM-002 塚 円形 7.6 7.4 1.1 大型塚

6 SM-003 塚 方形 (8.4) 7. 5 O. 7 大型塚

7 SM-004 塚 円形 6.4 (4.6) 0.2 

8 SM-005 塚 円形 4. 7 (3.4) 0.4 

9 SM-∞6 塚 円形 4.6 (3.0) 0.6 

10 SM-007 塚 円形 4.4 (3.9) 0.5 

11 SM-008 塚 円形 5.3 (4.0) O. 7 

12 SM-009 塚 円形 6.0 (4.9) 0.5 

13 SM-OlO 塚 円形 4.5 3.8 0.2 

14 SM-011 塚 円形 4.2 3.6 0.3 

15 SM-012 塚 円形 3.8 3. 7 0.5 

16 SM-013 塚 円形 4.4 4. 1 0.4 

17 SM-014 塚 円形 4.3 4. 3 O. 3 

18 SM-015 塚 円形 4.2 3. 7 0.4 

19 SM-016 塚 円形 4. 2 3. 7 0.4 

20 SM-017 塚 円形 3.9 3.3 0.6 

21 SM-018 塚 円形 3.6 3.2 0.5 

22 SM-019 塚 円形 3.6 3. 1 0.5 

23 SM-020 塚 円形 4.0 3. 5 O. 2 

24 SM-021 塚 円形 5.9 (3.8) O. 7 

25 SM-022 塚 円形 3.8 3.0 

26 SM-023 塚 円形 5.0 3. 7 

27 SM-024 塚 円形 3. 6 3. 5 

28 SM-025 塚 円形 3.6 3.2 

29 SM-026 塚 円形 2.6 2.4 

30 SM-027 塚 円形 2.8 2.4 

31 SM-028 塚 円形 5. 7 5.4 1. 15 SZ-OOlの転用

32 SM-029 塚 方形

33 S D-001 溝・道 溝中位に宝永テフラ検出

34 S D-002 溝 SM-001の南側

35 S K-001 土坑 長楕円形 2.3 O. 25 O. 18 

F
同

u
q
J
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第2章古墳

第 1節 S Z -001 (沖入遺跡 1号墳・ SM-028) (第四図'"'-'25図、図版20'"'-'24)

1 調査の概要と方法(第19図)

塚 (SMー028)に改変されていたため、調査当初は古墳とは認識して居らず、通常の塚として調査を実

施した。塚の地形測量終了後に、塚から四方向へ範囲確認のための土層断面観察用のトレンチを入れたと

ころ、主体部と思われる落ち込みが検出された。この段階では未だ墳丘の土層観察はされていなかったた

め、初めてこの段階でこの塚が古墳の転用で、あったことがわかった。しかし、主体部のみが確認されただ

けで、古墳の墳形は確認できて居らず、確認トレンチの延長した所から溝(周溝)が検出されて、初めて

前方後方墳として確認されたものである。全体の墳形は改変及び削平されており、特に後方部は塚として

残存していた部分以外は削平されていた。一方前方部は、墳丘のほとんどが削りだしによって作られお

り、そのうえ、立地している尾根は細く、墳形の全体把握は難しかった。

前方後方墳 (S2-001)はほぼ南方向に伸びる細尾根に所在している。そのため、北側の周溝はかろう

じて存在している。しかし、東側周溝についても後方部は残存しているが、くびれ部の手前からは残存し

ていない。西側溝も傾斜が急で、残存しなかったかその後に崩落したか不明であるが、現状では確認でき

ない。前方後方墳の長軸はほぼ南北にとるが、北側溝を東西方向の基軸線とすると N-50 -Wである。

前方部は、台地下の市道から台地上に続く細道によって削られ、台地本来の自然地形は残っていないと思

われる。しかし、地形を詳細に検討すると、細道は細尾根の東側から登りはじめ、ほぼ断面C-C'の場所

からこの細尾根を横断し、標高33mのラインに添って後方部の周溝の上を通り、台地上に続いている。一

方、断面C-C'の位置から約 1m'"'-'2m北寄りの場所のコンターの線に不自然なところが見られ、若干平

らになっている様に観察される部分がある。土層断面A-A'のこの部分の観察によると、明確ではないが

台地整形がされている様にも見られる。表土層が浅く、地山層との判別も困難で、これが前方部の削り出

し部分であるのか明確にはできないが、この場所が前方部の削り出しとした場合の長軸は約22.5m、後方

部の東西幅は推定で約13m'"'-'14m、同じく南北はくびれ部まで、が約13mで、ある。くびれ部の後方部寄りの

上幅は約2.5mを計る。周溝の幅は2.2m'"'-'2.5mほどで、周溝底から墳頂までは現況で、約1.5mで、ある。

2 検出された遺構と遺物

検出遺構(第20・21図、図版21'"'-'24) 

塚への改変に伴い後方部は塚部分以外は全体に削平され、主体部の存在は予想、できなかった。塚の土層

観察用のトレンチ内で主体部の落ち込みが確認されたが、主体部の上位部は削平されて残存していなかっ

た。そのため、墳頂から主体部までの土層については不明で、主体部の掘り込み開始面などは不明であ

る。また、墳丘上や墳丘裾などからの遺物も、塚に改変したときに削平されており、全く遺存していな

かった。

検出された主体部は、掘り方の形状は長軸を南北に取り、短軸を東西に取る長方形を呈している。北西

側の隅付近と南東の隅近くがやや外側に広がっている。掘り方の長軸は約2.7m、短軸約1.2mを計る。主

体部の検出面は前述したとおり塚に改築したときに削平されていたが、遺構検出面から掘り方の最下底面
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、〈・

1

i

G仁 :

ー

二
日
申
・

2

⑬ 

B.一一 .B' 

主体部裏込土層

①層 暗黒褐色士層 黄褐色土に黒色土を多く含み、粘性が強い

②層黒色土層 白色粘土粒・ローム粒を多く含む
③層黒色土層 ローム粒を少量含む

④層黒褐色土層 ロームによる層で黒色土を多く含む

⑤層黒褐色土層 黒色士を微量含む

主体部覆土

l層 暗黄褐色土層 白色粘土・ローム粒を主とする

2層 暗黄褐色土層 白色粘土・黄褐色土粒を多く含む

3層 暗灰褐色土層 白色粘土粒を多く含み、少量の黒色土を含む
4層灰褐色土層 黒色土に多くの白色粘土を含む
5層 黒褐色土層 黒色土を八一スに、ローム粒を多く含む

6層 黒褐色土層 ローム粒・白色粘土粒を多く含む
7層黒褐色土層 黒色土を多く含み、粘性が強い

B. 
34.6m 

.B' 

。 (1/40) 2m 

② 

第20図 SZ-OOl主体部実測図

までの高さは0.5mで、ある。

棺身は、長軸約2.2m、短軸0.85mを計る。棺底と掘り方の底面は同一面である。掘り方埋土は3層に別

けられ、外側から内側に流れ込むように埋められている。このことから、埋葬方式は、棺を使用した埋葬

と推定される。このことは、東西の土層断面の観察の成果と一致する。まず、掘り方を穿ち、掘り方の底

に直接遺骸を入れたと思われる棺を置き、外側の壁から埋土を入れて埋葬したものと推定される。

主体部から出土した遺物は玉類しかなく、金属製品及び土器類の出土は無かった。玉類が遺体の安置さ

れていたと推定される範囲から出土しただけであった。玉類は、図示したように棺の北側のやや西寄りの

ところから出土し、棺底からほぼ lcm上の位置から上方へ約 5cmの上下の範囲から出土している。

出土玉類(第21図'"'-'23図、表4、巻頭図版3・4)

主体部から多くの玉類が出土した。出土した玉類は、小玉と管玉のみで他の石製玉類や石製品、及び鉄

製品の出土はなかった。玉類の出土は主体部内北側に集中しており、あたかも被葬者の首から胸にかけて

と推定される位置であった。また、被葬者の胸と思われる位置より南側から、左右に分かれてスカイブ

ノレ一色をした小玉が出土していた。これはあたかも被葬者の両腕に装着されていたごとき位置であった。

出土した玉類は、管玉と小玉、それに璃王自製の玉の三種類であった。璃泊製の玉は3個出土したが図化は

できなかった。
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第22図 SZ-OOl出土玉類実測図(1)
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第23図 SZ-OOl出土玉類実測図(2)

管玉は大型のものが 1点、小型のものが20点であった。小型のものの内訳は、緑色凝灰岩製管玉15点と

鉄石英製管玉5点がみられた。

大型の管玉の石質は緑色凝灰岩製で、出土位置は玉類の出土した範囲のほぼ中央部からであった。大き

さは長さ23剛、最大径lOmmで、孔径は4mmで、ある。孔は両側から穿孔されており、中央でつながるが、少

しずれがある。

小型の管玉は、 22個出土している。緑色凝灰岩製管玉15個のうちで、は77が5.3凹で最も短く、 90が15.5mm

で最も長い。 82・84は断面が四角形を呈し、 87に類似している。

鉄石英製管玉は5個が出土したが、 71は両端が欠損している。残り 4個は74が8.5mmで、最も短く、 73が

13.8mmで、最も長い。 73は断面が八角形をしており、穿孔は両側からされている。 71・72は表面が風化し、

若干白濁している。

小玉はガラス製小玉で、淡い水色のもの20点と、紺色のもの50点が出土した。淡い水色の小玉は遺骸の

両側から、 2カ所にわかれて出土し、紺色の小玉は首の位置と推定される場所から集中して出土した。紺

色の小玉は全部で、50点であるが、これらを詳細に観察すると、その断面の形状から次の 3タイプに別けら

れる。 Aタイプは断面が四角形のもの、 Bタイプは外面に 1'"'-'2面の面が確認されるもの、 Cタイプは断

面が角張っていないもので、さらにCタイプは 2タイプに分類が可能である。 aは筒状を呈するもの、 b

は平行四辺形を呈するものである。紺色の小玉は最も小さい物は41で4.7剛、最も大きい物は32で8.3mmで、

ある。先の分類では、厚さを基準にすると A類が6.4mmから7.3剛、 B類が7.3mmから7.2皿、 Ca類が4.7mm

から5.9mm、Cb類が6.6mmから6.9mmで、ある。 C類が最も小さく、次にA類が続き、 B類が最も大形であ

る。さらにC類でも Caが小さく、 Cbが大きい。つまり、 Ca→Cb→A→Bと大形になっていく。製作
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第4表出土玉類観察表

挿図 掲載 出土 小玉
径 径 孔径 孔径

厚 重量
番号 番号

遺構名 種別
位置 Type 

その他 最大値 最小値 最大値 最小値 (mm) (g) 材 質 色調
(mm) (凹) (皿) (皿m)

22 SZ-OOI 小玉 腕右 中、プレスレット 3.90 3.60 1.80 1. 50 5. 10 0.09 ガラス 薄い水色

22 2 SZ-OOI 小玉 腕右 中 4.40 4.00 1. 30 1.00 4.00 0.11 ガラス 薄い水色

22 3 SZ-OOI 小玉 腕右 中 4.70 4.50 1.卯 1. 40 3.60 0.10 ガラス 薄い水色

22 4 SZ-OOI 小玉 腕右 中 4.70 4.50 1. 70 1. 60 3.30 0.11 ガラス 薄い水色

22 5 SZ-OOI 小玉 腕右 中 4.70 4.60 1. 80 1. 50 2.30 0.07 ガラス 薄い水色

22 6 SZ-OOI 小玉 腕右 中 4.70 4.10 2.20 1. 50 3.40 0.09 ガラス 薄い水色

22 7 SZ-OOI 小玉 腕右 中 4.70 4.50 2.50 2.10 3.90 O. 10 ガラス 薄い水色

22 8 SZ-OOI 小玉 腕右 中 4.80 4.40 2.80 2.00 2.90 0.08 ガラス 薄い水色

22 9 SZ-001 小玉 腕右 中 4.90 4.80 2.00 1. 70 3.40 0.10 ガフス 薄い水色

22 10 SZ-OOI 小玉 腕右 中 5.00 4.60 1. 60 1. 50 3.30 O. 12 ガラス 薄い水色

22 11 SZ-OOI 小玉 腕左 右 4.00 3.80 1. 70 1. 50 2.30 0.05 ガラス 薄い水色

22 12 SZ-OOI 小玉 腕左 右、プレスレット 4.00 3.80 1.60 1. 30 2. 10 0.05 ガラス 薄い水色

22 13 SZ-OOI 小玉 腕左 左 4.20 3.90 1. 80 1. 70 4.20 0.09 ガラス 薄い水色

22 14 SZ-001 小玉 腕左 右 4.30 4.20 2.00 1. 70 4.50 0.11 ガラス 薄い水色

22 15 SZ-OOI 小玉 腕左 左 4.40 3.90 2.20 1. 50 2.90 0.07 ガラス 薄い水色

22 16 SZ-OOI 小玉 腕左 左 4.50 4.20 1. 70 1. 20 2.60 0.07 ガラス 薄い緑色

22 17 SZ-OOI 小玉 腕左 左 4.60 4.40 1. 60 1. 30 3.80 0.09 ガラス 薄い水色

22 18 SZ-OOI 小玉 腕左 右 4.60 4.50 1. 70 1. 50 2.70 0.09 ガラス 薄い水色

22 19 SZ-OOI 小玉 腕左 右 4.80 4.30 1. 70 1. 40 3.50 O. 10 ガラス 薄い水色

22 20 SZ-OOI 小玉 腕左 右 5.00 4.60 1. 90 1. 70 3.10 O. 10 ガラス 薄い水色

22 21 SZ-OOI 小玉 首左 A 7.00 6.50 2.20 2.00 6.40 0.42 ガラス

22 22 SZ-OOI 小玉 首左 A 7.40 6.70 2.90 2.20 6.70 0.40 ガラス

22 23 SZ-OOI 小玉 首左 A 7.50 7.10 3. 10 2.40 5.40 0.39 ガラス

22 24 SZ-OOI 小玉 首右 A 7.50 7.00 2.50 2.20 7.60 0.54 ガラス

22 25 SZ-OOI 小玉 首左 A 7.70 6.50 2.70 2.30 6.90 0.52 ガラス

22 26 SZ-OOI 小玉 首右 A 7.80 6.80 2.40 1. 50 7.30 0.55 ガラス

22 27 SZ-OOI 小玉 首左 A 四角形 7.80 6.40 2.90 2.50 7.00 0.49 ガラス

22 28 SZ-OOI 小玉 首左 B 7.00 6.20 2.30 1. 80 7.30 0.47 ガラス

22 29 SZ-001 小玉 首右 B 7.20 6.30 2.90 2.20 7.30 0.47 ガフス

22 30 SZ-001 小玉 首右 B 7.40 6.50 2.00 1. 85 6.40 0.46 ガラス

22 31 SZ-OOI 小玉 首左 B 7.50 6.80 2.40 1. 90 5.90 0.41 ガラス

22 32 SZ-OOI 小玉 首右 B 下から70の小玉出土 7.80 7.50 2.10 1. 80 8.30 0.68 ガラス

22 33 SZ-OOI 小玉 首左 B 8.00 7.40 2.00 1. 80 6.50 0.52 ガラス

22 34 SZ-OOI 小玉 首左 B 石質不良、破損修復済み 8. 10 7.60 3.20 3.00 5.00 0.34 ガラス

22 35 SZ-OOI 小玉 首左 B 破損接合済み 8.15 7.40 2.80 2.20 5.70 0.37 ガフス

22 36 SZ-OOI 小玉 首左 B 8.20 7.30 2.90 2.40 7. 10 0.59 ガラス

22 37 SZ-001 小玉 首左 B 8.50 7.50 3.30 2.60 5.70 0.47 ガラス

22 38 SZ-001 小玉 首左 B 8. 70 8.00 3.30 2.80 5.50 0.49 ガラス

22 39 SZ-OOI 小玉 首右 B 8.70 7.60 2.60 1.60 7.20 0.64 ガフス

22 40 SZ-OOI 小玉 首左 B(Cb) 9.20 8.30 3.40 3.10 6.40 0.60 ガラス

22 41 SZ-OOI 小玉 首左 Ca 8.00 7.30 2.20 1. 80 4.70 0.41 ガフス

22 42 SZ-OOI 小玉 首右 Ca 8. 00 7.80 2.50 2.30 5.50 0.52 ガフス

22 43 SZ-OOI 小玉 首右 Ca 8.10 7.20 3.00 0.70 5.90 0.47 ガラス

22 44 SZ-OOI 小玉 首左 Ca 8.10 7.80 2.50 2.30 6.20 0.52 ガフス

22 45 SZ-OOI 小玉 首左 Ca 8.20 7.60 2.20 1. 90 5.70 0.49 ガラス

22 46 SZ-OOI 小玉 首左 Ca 8. 30 8.11 3.02 2.45 5.30 0.45 ガラス

22 47 SZ-001 小玉 首右 Ca 8.30 7.80 2.50 2. 10 5.40 0.50 ガラス

22 48 SZ-OOI 小玉 首左 Ca 8.30 7.90 2.60 2.40 5.30 0.46 ガラス

22 49 SZ-OOI 小玉 首左 Ca 8.30 7.40 3.40 2.90 4.90 0.39 ガラス

22 50 SZ-OOI 小玉 首右 Ca 8.40 7.40 3.10 2.90 5.40 0.42 ガラス
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挿図 掲載 出土 小玉
f圭 径 孔径 孔径

厚 重量
遺構名 種別 その他 最大値 最小値 最大値 最小値 材 質 色調

番号 番号 位置 Type 
(mm) (mm) (凹) (mm) 

(mm) (g) 

22 51 SZ-OOl 小玉 首右 Ca 8.40 7.80 3.20 2.50 5.50 0.48 ガラス

22 52 SZ-OOl 小玉 首右 Ca 8.40 7.40 2.90 2.80 5.40 0.45 ガフス

22 53 SZ-OOl 小玉 首右 Ca 8.70 8.20 3.00 2.60 5.30 0.50 ガフス

22 54 SZ-OOl 小玉 首右 Ca 8.70 8.30 2.40 2.10 5.60 0.55 ガラス

22 55 SZ-OOl 小玉 首左 Ca 8. 80 8.50 3.30 3.10 5.00 0.44 ガフス

22 56 SZ-OOl 小玉 首右 Ca 9.00 8.30 2.40 2.20 6.00 0.61 ガラス

22 57 SZ-OOl 小玉 首右 Ca 9.00 8.20 3.30 3. 10 5.60 0.57 ガラス

22 58 SZ-OOl 小玉 首右 Ca 9.00 8.50 2.90 2.70 4.90 0.50 ガラス

22 59 SZ-OOl 小玉 首右 Ca 9.05 8.50 2.60 2.60 6.00 0.62 ガフス

22 60 SZ-OOl 小玉 首右 Ca 材質は不良 9.30 8.50 3.60 2.10 8.00 0.80 ガラス

22 61 SZ-OOl 小玉 首右 Ca 9.50 8.50 3.60 3.20 5.30 0.55 ガラス

22 62 SZ-OOl 小玉 首右 Ca 9.70 7.50 3.90 2.30 5.90 0.60 ガフス

22 63 SZ-OOl 小玉 首左 Cb 7.50 7.00 2.30 1. 70 6.60 0.46 ガラス

22 64 SZ-OOl 小玉 首右 Cb 8.00 7.00 2.50 1. 70 7.50 0.60 ガラス

22 65 SZ-OOl 小玉 首左 Cb 8. 40 6.40 2.70 1. 90 6.00 0.47 ガラス

22 66 SZ-OOl 小玉 首右 Cb 8.50 7.70 2.90 2.20 6.80 0.58 ガラス

22 67 SZ-OOl 小玉 首右 Cb 8.75 7.90 3.40 2.40 5.50 0.49 ガラス

22 68 SZ-OOl 小玉 首左 Cb 材質は不良 9.10 8.10 3.40 2. 10 6.80 0.60 ガフス

22 69 SZ-OOl 小玉 首右 Cb 9.10 8. 40 3.20 2.50 5.40 0.47 ガラス

22 70 SZ-OOl 小玉 首左 Cb 32の下から出土 9.50 8.50 3.50 2.70 6.90 0.71 ガラス

96 SZ-OOl 玉 計測不可 球王自

97 SZ-001 玉 計測不可 現E自

98 SZ-OOl 玉 計調Ij不可 現E自

23 71 SZ-OOl 管玉 首右 摩滅犬、両側欠損? 6.20 2.90 2.80 1. 10 1. 00 0.03 鉄石英

23 72 SZ-OOl 管玉 首左 摩滅大 11. 40 3.00 3.00 1.10 0.90 0.10 鉄石英

23 73 SZ-OOl 管玉 首左 断面八角形、両側穿孔 13.80 3.20 3.10 1. 30 1. 30 0.25 鉄石英

23 74 SZ-OOl 管玉 首右 8. 50 3.30 3.20 1. 30 1.00 O. 16 鉄石英

23 75 SZ-001 管玉 首右 10.50 3.30 3.20 1. 60 1. 30 O. 19 鉄石英

23 76 SZ-001 管玉 首左 9.50 2.10 2.00 1. 20 1.00 0.05 緑色凝灰岩

23 77 SZ-OOl 管玉 首左 5.30 2.20 2.20 1. 20 1. 00 0.03 緑色凝灰岩

23 78 SZ-OOl 管玉 首左 破損修復済み、片方欠損 7.70 2.20 2.10 1.10 1. 10 0.03 緑色凝灰岩

23 79 SZ-OOl 管玉 首左 破孔あり 7.70 2.40 2.30 1. 40 1. 30 0.06 緑色凝灰岩

23 80 SZ-OOl 管玉 首右 片方欠損 6.50 2.50 2.40 0.90 0.90 0.05 緑色凝灰岩

23 81 SZ-OOl 管玉 首左 13.50 2.70 2.50 1. 30 1. 00 0.16 緑色凝灰岩

23 sz∞l 37 管玉 首左 片端四角形、片端円形 10. 70 2.70 2.30 1. 30 1. 00 0.09 緑色凝灰岩

23 sz-∞l 65 管玉 首左 片方欠損 8.30 2.80 2.70 1. 30 1.10 0.09 緑色凝灰岩

23 84 SZ-OOl 管玉 首左 四角形、 37(82)に類似 9.05 2.80 2.60 1. 30 1. 30 0.09 緑色凝灰岩

23 85 SZ-OOl 管玉 首右 10.10 2.80 2.60 1. 30 1. 20 0.11 緑色凝灰岩

23 86 SZ-OOl 管玉 首左 9.30 2.80 2.70 1. 40 1. 30 0.07 緑色凝灰岩 白色に近い

23 87 SZ-001 管玉 首右 11. 40 2.90 2.90 1. 80 1. 20 0.14 緑色凝灰砦

23 88 SZ-OOl 管玉 首左 10.10 2.90 2.90 1. 50 1. 10 0.10 緑色凝灰岩

23 89 SZ-OOl 管玉 首右 13.80 3.00 2.90 1. 40 1. 20 O. 16 緑色凝灰岩

23 90 SZ-OOl 管玉 首右 15.50 3.20 3.00 1. 40 1. 40 0.21 緑色凝灰岩

23 91 SZ-OOl 管玉 首右 10.10 3.00 2.80 1. 40 1. 20 O. 12 緑色凝灰岩

23 92 SZ-OOl 管玉 首右 10.10 3.00 2.90 1. 60 1. 60 O. 14 緑色凝灰岩

23 93 SZ-OOl 管玉 首右 9.80 3.00 2.90 1. 30 1.00 O. 14 緑色凝灰岩

23 94 SZ-OOl 管玉 首右 11. 20 3.00 2.90 1. 20 1. 20 0.16 緑色凝灰岩

23 95 SZ-OOl 管玉 中央 大形管玉、両側穿干し 23.50 9.30 8.80 4.50 4.40 3.28 緑色凝灰岩
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上の差であるのか、あるいは単なる個体差であるのか不明である。

出土土器(第24・25図、表5、図版28)

出土土器は墳丘が削平されていたため、本来の墳丘面から出土した遺物はない。出土遺物は周溝内から

のみ出土していた。図化できた遺物は査形土器4点で、そのうちの l点の大形査型土器は西側周溝の覆土

から出土した。この土器と同一個体と推定される多量の土器片が北側周溝からも出土しているが、接合作

業が整理作業開始前に行われ、復元作業も行われていたため、両者の接合は確認できなかった。そのた

め、これらの土器片の出土位置を平面図と断面図に記録した。

1 大形査形土器は、東側周溝覆土から出土した。ほぼ半分の破片があり復元された。全体の器形は器高

33.9cm、口径19.5cm、頚部径10.2cm、最大径34.5cmを計る。口唇部は短めの折返し口縁で、直線的に開く。

最大径は胴部の中位にあり、最大径の部分が外側に張り、そろばん玉に近い形状をしている。底部は上げ

底で、小さい。折返し部の外面は縦方向の細いミガキを施す。頚部も同様に細いミガキを施している。口縁

部内面は横方向の、やはり細いミガキを施す。頚部外面は、縦方向のミガキ、胴部は、全体にへラケズリ

後に上位・中位は横方向の、下位は斜め方向のミガキを施す。頚部と胴部の接合部内面は、横方向の削り

を施して整形している。底部外周はへラケズリの後にミガキを施す。底面はへラケズリ後にナデで調整し

ている。外面には赤彩を施している。胴部内面は丁寧なナデで調整している。これらの特徴から、「草刈

E期(後半)並行(千原台E期)J並行期の土器と思われる。

2 査形土器頚部片である。西側周溝から出土した。頚部の約半分が残存している。最大径は最上部にあ

り13.3cm、最小径は最下端で、8.0cm、残存高は5.3cmである。胎土は 1に類似し、黒色砂粒を含んでいる。

外面は縦方向のへラナデ後に丁寧なナデを施している。内面は全面ナデ調整を施している。

3 壷形土器頚部から胴部上半部の破片である。頚部径は14.7cm、最大径は最下端にあり29cm、残存器高

は12.2cmを計る。北側周溝と東側周溝覆土から出土した破片が接合した。内外面ともに摩滅が激しく、調

整は観察できない。胎土は小石英砂粒を含み、焼成は普通である。 1の童形土器と類似する。

4 壷形土器頚部から肩部に移行する部位の破片である。頚部径は13.3cm、最大径は最下端にあり22.7cm、

残存器高は10.8cmを計る。 3と同様に、北側と東側の周溝覆土から出土した破片が接合した。胎土、焼成

は3と類似する。当初は同一個体と思われたが、頚部の湾曲が異なり別個体として掲載した。

周溝内からは他にも多くの土器片が出土した。そのうえ、接合できるものがなかった。そこで、同一個

体と推定される土器片を図示した。第24図の遺物番号の記載のないものがそれである。

第2節 S Z-002 (第17・26図""'28図、図版24)

1 調査の概要と方法(第26・27図)

平成17年度に調査を実施した古墳である。 61区を中心として検出された。平成11年度の調査によって

古墳と確認されていたため、伐採終了後、直ちに墳丘測量および墳丘範囲の確認トレンチを設定し、調査

を開始した。古墳の所在する小細尾根は北側に続き、沖入古墳群を経て三直員塚の所在する標高100m近

い台地へと続いている。この小細尾根は古墳の所在する場所から北側に向かつて一度標高が下がってい

る。そのため、古墳の所在する場所が小細尾根の最高位となっている。このような立地から、古墳の直径

は少ないが、遠望するとあたかも小細尾根全体が古墳の盛土のごとくに見える。

古墳は雑木および竹林に被われていた。特に竹根による撹乱が激しく、主体部及び周溝の検出は難し
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ー!・凶

(1/40) 2m 

かった。北、西、南側トレンチでの観察では、 2"-'3層で地山に達するほどの盛土で、あったが、東側トレ

ンチの観察では、他のトレンチの状況とは一変して、複雑な土層の堆積状態を呈していた。それは、表土

層が東側谷方向に向かつてずれ落ちた様子が観察された。これは東北側の周溝の調査においてもそれに類

似した状況がみられた。

2 検出された遺構と遺物(第28図、図版24)

古墳は北側と東南側の周溝が検出されなかったが、その他の場所からは浅い周溝が検出された。古墳は

細尾根を利用して、盛土が少なくても墳丘が大きく見える様な、規模を大きく見せる工夫をしているよう

に観察された。東北部分は周溝が確認されたが、周溝底は平坦ではなく、谷に向かつて段状に下がってい

た。周溝の調査開始当初は、単純に谷方向に向かつて周溝が相対的に下がっていき、表土層が浅い事とも

相まって段状になっていると解釈していた。しかし、断面B-B'の観察によると、西北側の土層断面は単
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純に表土層が 1層であるのに対して、東南側の土層は複雑に堆積している事が観察され、さらに詳細に観

察すると旧表土層と推定される土層が、斜面に添って堆積せず、ある幅を持って段状に谷部に向かつてず

れ落ちている事が観察された。この段をさらに観察すると、尾根の上から谷下へ向かっているのではな

く、先に触れたように周溝底の段状になっていた箇所と方向が線としてつながっている事に気づいた。こ

れらを考えると、古墳を構築された後に、何らかの外的要因によって、この尾根の土砂が谷部へ向かつて

大規模に崩落したと考えざるをえないことがわかった。この外的要因は、大規模地震などが考えられるが

詳細な時期などは不明である。北方約2kmにある三直貝塚においても、東南斜面近くの遺構に、沖入遺跡

と同様に斜面東に向かつて崩落した痕跡があることが報告されている。

主体部は墳丘中央部から検出された。墳丘は竹根等により撹乱が激しく、広い範囲で粘土の散布が見ら

れたが、集中して確認できる場所が無く、とりあえず粘土の最も多く散布している場所に主体部を想定し

てトレンチを設定した。当初は2基の埋葬施設を想定して土層観察用のトレンチを設定して調査を開始し

たが、調査によって埋葬施設は l基であることがわかった。

主体部(第28図、図版25)

主体部は墳丘のほぼ中央部から検出された。墳丘の広い範囲で白色粘土ブロックや白色粘土粒の散布がみ

られた。しかし、竹根による撹乱によって掘り込みラインは明確に確認できず、粘土の検出範囲も明確で

はなかった。そこで、粘土検出範囲から想定される埋葬施設の長軸方向の推定線を確定し、土層観察用ト

レンチを設定して調査を開始した。

埋葬施設は明確には検出できなかったが、粘土ブロックや土層の切り合い関係などの観察から、埋葬施

設の痕跡を検出した。検出した埋葬施設は長軸2.5m、幅0.75mで、検出面から棺底までは0.2mであった。

掘り方は確認できなかったので、直葬と思われる。施設内から遺物の出土は全くなかった。

墳丘の精査中に、須恵器の小片が出土したが、図化はできなかった。

出土遺物(第49図6)

4は、 5H区から出土した。 5H区はS2-002が所在しており、この髪飾り(替)はS2ー002が塚群に属し

ていると後世の村人が考えていたことを示しているとも考えられる。髪飾り(響)は長さ138mmで、頭に

径14.8mmの玉がある。重さは10.36gである。玉から銅製の足が2本出ており、一本の銅線を二つ折りにし

たものと思われる。

第3節 S Z-003 (第29・30図、図版25)

1 調査の概要と方法(第29図)

6E区及び7E区に所在する。 S2-002と同様に、平成17年度に調査を実施した。平成11年度の調査では

南側の隣接地まで調査を実施していたが、未買地だったため調査地への立ち入りできなかった。そのた

め、平成17年度の調査で初めて所在が確認できた。地形図等によって高まりは確認されていたが、古墳か

あるいは自然地形か不明であった。現状ではすでに北側の一部は土砂採取によって削平されており、墳形

は改変されていた。南側にSDー001が接して存在し、一部切り合い関係を有している。位置的にはSD-

001によって南側の裾部は削られている状況で、あった。

S2-003が所在する位置は、 S2-002と同様に小尾根で、沖入遺跡の塚群が所在する台地斜面の最上部

にある。 S2-001は 調査開始時は古墳として調査を開始したが墳形及び盛土の観察からは古墳と考える
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よりも塚の可能性が高いと判断した。

墳丘の断面A-A'によると、両端に地山を削った段状の造成跡がみられる。 SPAポイント近くは、地山

を3段に整形した事が確認できる。また、西側のSPA'に近い盛土断面を観察すると、同様に 3段に整形し

ている事が確認できる。左右両者はレベル的には 1"""2mもの差が見られるが、 3段整形を造作している

ことは共通している。さらに、盛土の盛り方を観察すると、通常、高塚古墳に見られる盛り方とは異なっ

ている様に観察できる。本塚はほぼ水平に盛土をして高さを増している。このことも古墳ではなく、塚と

して考えられる根拠になると思われる。ただし、 B-B'の土層を観察すると北側はA-A'と同様に水平に

盛り土をしている事が観察されるが、 B-B'f;::近い部分は他の地点とは若干盛り土の方法が異なっている。

この部分は、詳細に観察すると 1"""4層までがもとの塚の盛土が残存せず、 A-A'にみられた段状の整形

を含めて削平され、後世に再び盛土されたものと考えられる。 B-B'のB'側は、土砂採取によって削り取

られており、盛土がどこまでつづいていたか不明である。この種の方形の塚が、一般的に正方形に近いこ

とを考慮すると、 A-A'の両端の段状の成形が本来の形と考えられるので、この幅がもとの塚の一辺と考

えられる。すなわち、最下段の内側が一辺約13m程の塚と推定される。

2 検出された遺構と遺物(第 5・30図、図版19-3) 

墳丘は北側が土砂採取によって削平されており、また、南側も当初の盛土は削平されていた。また、頂

上部についても削平されていた可能性があり、塚に伴う施設などは検出されなかった。

墳丘の調査終了後、旧地表面の精査中に近世の陶磁器が出土している。この出土した位置は、墳丘の中

心部で、出土した層は黒色を呈しており、これが旧表土と推定される。このことからも、古墳でなく、近

世の塚の可能性が強い。

出土遺物(第49図)

5は、 SZ-003から出土した磁器の破片である。猪口(ちょこ)である。復元口径4.8cm、底径2.4cm、高

さ2.75cmを計る。表面には松の枝の染付けがされている。型による成形と思われる。内面底部には朱様の

赤色顔料の付着がある。 SZ-003の盛土除去作業中に出土した物で、盛土の最下層と盛土基盤面の聞から

出土した。周囲には土坑などの遺構は確認されなかった。また、盛土中から掘り込まれた遺構も確認でき

なかった。 SZ-003を築造時に、なんらかの目的で埋置されたものと推定される。
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第3章塚群

第 1節調査の概要と方法(第17図、図版9)

第 1章のとおり平成11年度の調査当初に於いては、塚は2基が確認されていたのみで、あった。しかし、

伐採及び伐木が進むにつれ、多くの塚や地面の盛り上がっている箇所があることがわかった。これらの塚

を検討すると、当初から確認されていた塚を中心として、 13基を単位として所在している可能性が考えら

れ始めた。そこで、複数の塚が所在する場合、塚同士の切り合い関係、構築の前後関係の究明が必要のた

め、可能な限り複数の塚を関連づけられる土層断面の設定を行うことにした。

第2節検出された遺構と遺物(第17・31図"'44図)

塚群は大きく A ・B・Cグ、ループとして別けられる。 Aグ、ループは、最も西側にSM-021があり、最も

南側にSM-009がある。 SM-003を中心として西北側に 6基、南東側に 6基、総数13基が確認された。

個々の塚の大きさはまちまちである。中央のSMー003がもっとも大型である。一方、西北側の 6基と、南

東側の 6基を比較すると南東側の 6基のほうが規模も大きく、高さも高い。 Bグ、ループは、斜面中段に等

高線に沿う形で、中央に 1基の大型の塚と小型の塚13基が所在している。ここにも別に大型の塚が 1基所

在している。 Bグ、ループは最初の 6基はAグループとさほど大きさは変わらないが、残りの 6基は非常に

規模が小さい。つぎに、単独に所在する塚や古墳を改変した塚をCグ、ループとする。ここでは、遺構番号

の順にその塚群を概観する。

SM -001 (第31図、図版11.12)

10F-09区を中心として検出された方形を呈する大型の塚である。東側をSD-001によって切られる。

長軸8.3m、短軸 7mを計る。旧表土からの比高は1.2mである。

旧地表面の上に水平に盛土をして封土としている。土層断面からSD-001によって封土が切られている

ことがわかる。東西方向の土層観察では、西側には封土を段状に盛土している様子がうかがわれる。この

段状のものは東側には認められず、 SD-001によって削られていたことがわかる。 SM-003. SZ-003は、

平面形が方形であるので、この塚も方形と推定される。

SM-002 (第32・49図、図版12・13)

10F-01区を中心として検出されJた円形を呈する大型の塚である。北側でSMー012と接するほど近くに

位置している。長軸7.6m、短軸7.4mを計る。旧表土面からの比高はl.1mである。

土層観察用のベルトから、調査終了間際に宝僅印塔の相輪が単独で出土した。この相輪は横位の状態

で、塚の最上位から出土した。出土した層位はほぼ表士層の直下で、他の遺構や他の遺物の出土はなかっ

た。

調査前の確認段階の平面形は円形を示していた。盛土は封土の下半分は水平に近い盛り方で、盛土層の

厚さは少ないが、最上位の盛土は厚い事がわかる。相輪は 1層(表土層)直下の 3層上面から出土した。

宝匿印塔を設置した痕跡は確認できず、相輪だけが横位の状態で出土した。他の遺物の出土は確認されな

かった。
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SM-00 1 
1層表土層 木根が多く、乾燥すると白っぽくなる

2層黒色土 木根が多く、ロームプロックを若干含む

3層明褐色土 全体に明るい

4層黒色土 若干締まった層、ロームを若干含むが、黒色度の強い層

5層 明黒褐色土黒色土ブロック (Srnmほど)を多く含む

6層 明黒褐色土全体に明るい、ローム粒を含む

7層黒色土 粘性を示す、ロームーロ ム粒ロームプロックを含む

57m 
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SD-OOl 
I層 黒褐色土 木根を多く含み、全体に明るく、乾燥すると白っぽくなる

微量のロームを含む

E層 黒 色 土 木根を含み粘性を呈する、微量のロームを吉む

血層黒色土 木根を含み、全体に明るい

W層 黒褐色土粘性があり、黒色土粒を多く含む

SD-002 
① 層 黒 色土 木根を多く含み、砂質でローム粒を含む

②層黒色土 全体に明るい全体に小砂礁を含む

③層 暗黒褐色土 ローム ・ローム粒を多く含み、粘性を呈する

第31図 SM-001・SD-001平面図・土層断面図
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出土遺物(第49図、図版28)

7は宝僅印塔の相輪部である。宝珠から伏鉢の長さは25.3cm、幅(径)は計測箇所で多少差があるが、

宝珠で7.8cm、九輪部で7.5~8.5cm、伏鉢で10.2cm、重さは3，250gである 。 下部の請花と伏鉢はともかく、

九輪をまったく省略し、宝珠から請花に至る部分を溝を切って表象している点など全体に簡略化が窺われ

る。石質は多孔質の輝石安山岩、色調は破損面で灰黒褐色である。相模・伊豆起源の石材とみてよい。年

代は相輪部のみの遺品であることから確証を欠くが、何れにせよ 15世紀後半~16世紀代の幅の中に収まる

ものであろう 。なお、その性格としては個人の供養塔と恩われ、笠部以下がないのは再利用(礎石など)

のために持ち去られたものと考えられる。

SM-002 
1層表土層 木根が多く、乾燥すると白っぽくなる
2層黒色土全体に明るく微量のロ ームを含む

59.2m ~， 3層 黒色土木根が多く全体にロームを含み、明るい
一一一・B'4層 暗黒褐色土小礁を含み、礁は地山(9層)中に含まれるものと同じ

5層黒色土径5mm前後のロームを多く含む
6層 明黒褐色土 ローム粒ロームを少量含む
7層 黒色土 小聖書・ロームを含む

8層 黒 色 土 ローム粒を含む
9層黒色土小砂及び小礁を少量含む
10層 黒色土全体に明るく、微量のロームを含む
11層 暗黒褐色土小磯・ローム粒を多く含む
12層黒褐色土木根を含み全体にロームを含み明るい
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SM-003 (第33・34図、図版14)

7E-76区を中心として検出された方形を呈する大型の塚である。北東側をSD-001によって切られる。

長軸8.4m、短軸7.5mを計る。旧地表面からの比高は0.7mである。封土の盛り方は、 SM-001やSM-002

の様に水平でなく、椀状に中央が盛り上がっている。遺物の出土はなかった。 SD-001との新旧関係は、

接しているが、切り合つてはいない。北側の土層断面によると、 SD-001とSM-003の接する場所では、

SM-003に段が 1段確認できる。このことから、盛土はSM-001やSM-002とは異なって水平な盛方では

ないが、周囲に段を有するものと推定される。南側は谷下方向に自然崩落してまったため、段が残存して

いないとも考えられる。

SD-001はこのSM-003の脇で、方向を変えて西北へ続く。このことから、 SZ-003は他の塚群よりも

若干先行して築造されたものと考えられ、 SD-001が古道として確定する以前の塚と思われる。

SM-004 (第33・34図)

SM-0l6とSM-004の問に位置する円形を呈する塚である。 8E-09区を中心として検出された。北東

側をSD-001によって切られる。長軸6.4m、短軸4.6mを計る。旧表土面からの比高は0.2mと低い。盛土

の観察はできず、現状では表土層がこの範囲だ、け盛上がっている。表土が厚い様に観察される。 SM-004

からSD-001を挟む反対側には多くの盛士が確認された。これらの盛土は、土層の確認によると、近代の

土取り工事の時の排土とおもわれる。

SM-005 (第35・36図、図版15)

SM-004とSM-006の聞に位置する円形を呈する塚である。 8F-10区を中心として検出された。北東

側をSD-001によって切られている。長軸4.7m、短軸3.4mを計る。旧表土面からの比高はO.4mである。

土層の観察によると、旧表土上に直接盛土をしており、 SD-001によって一部削平されている事がわか

る。

SM-006 (第35・36図、図版15)

SM-005とSM-007の聞に位置する円形を呈する塚である。 8F-33区を中心として検出された。北東

側をSD-001によって切られている。旧表土面との比高は0.6mである。封土はSD-OOl方向に向かつて傾

斜をしてる。これは、旧表土を少し削って盛土をしている様に観察される。旧表土を削った後に水平に近

い状態で盛り士をしている。

SM -007 (第35・36図)

SM-006とSM-008の聞に位置する円形を呈する塚である。 8F-64区を中心として検出された。北東

側をSD-001によって切られる。長軸4.4m、短軸3.9mを計る。旧表土面からの比高は0.5mである。盛土

は2層が確認された。この 2層とも水平に近く、本塚群のなかでは大型の塚の封土に類似している。しか

し、大型の塚に見られる段の存在は確認できなかった。

SM-008 (第35・36図)
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第33図 SM-003. 004. 016目 017測量図
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66.6m 

SM-003 
←「 67.6m 

SM-016 
I 

67.0m 

SM-017 
T 

塚土層注記

SM-003 
1層黒色土 木根を多く含む

2層 黒褐色土 ローム・ローム粒を含み、粘性を呈す
3層黒色土 地山層微量のローム粒を含み、粘性を呈する
4層 黄褐色土 地山層粘性が強い、ローム層の変質したものかつ

5層 黒褐色土 ロームブロックを多く含み、粘性を不し、堅く締まっている
6層 黒褐色土 ローム・ロームブロックを含み、堅く締まっている

7層黒色士 ローム粒を多く含む

自層黒色土 締まりはなく、木根を多く含む

9層黒褐色土 かわくとポロボロになる
10層黒色土 溝の覆土に続く、ロム粒を含む

11層 明茶褐色土 9層に類似するローム粒を含む

12層 明茶褐色士溝の覆土、乾くとボロボロになる

SM-004 
1層黒色土 木根を多く含む
2層 黒褐色土 ローム・ローム粒を含み、粘性を呈す
3層黒色土 地山層かつ 微量のローム粒を含み、粘性を呈する

4層 黄褐色土粘性が強いローム層の変質したものかつ

。

SM-OI6 
1層茶褐色土木根を含み、表土層

2層黒 褐 色 土 ロ ム 粒 を 含 む

3層黄褐色土 ロームを多く含む

SM-OI7 

1 '層黒褐色土
1層黄褐色土層

2層茶褐色土

3層明黄褐色土茶褐色土
4層明茶褐色土

5層黒褐色土

6層黒褐色土

7層明黄褐色士

8層黄褐色土

9層暗黄褐色 t
10層 明黄褐色土茶褐色土粒を含む

11層暗黄褐色土茶褐色土粒を含む

(1/125) 10m 

第34図 S11--003. 004. 016. 017土層断面図
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第35図 SM-005. 006. 007. 008. 009測量図
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I~N層は第31図

SM-005 
1層 黒 色 土 木 根 が 多 い
2層 黒 色 土 ロームプロックを少量含む

3層 黒色土 木根を含み、黄褐色砂・ローム粒を含む

SM← 006 
1層 黒 色 土 木 根 が 多 い

2層 黒褐色土 ロームローム粒を多く含む

3層 黒褐色土 ロームを多く含み、黄色礁を含む

4層黒色土砂質を呈し、小砂を含む

SM-007 
1層 黒 色 土 木 根 が 多 い

2層黒褐色土 ロームローム粒を多く含む
3層 黒褐色土 ロームを多く含み、黄色磯を含む

4層黒色土粘性が強く、微量のロームを含む

SM-008 
1層 黒 色 土 木 根 が 多 い

2層黒色土黄褐色磯ローム粒を多く含む

3層 明黒褐色土粘性を呈L、ロームを微量含む

4層 黒色土焼土粒を微量含み、乾燥すると白っぽくなる

SM-009 
1層 黒 色 土 木 根 が 多 い

2層 黒色士 黄褐色磯・ローム粒を多く含む

3層 明黒褐色士粘性を呈し、ロームを微量含む
4層 黒色土 木根を含み、黄褐色砂・ローム粒を含む

5| 
第36図 S11--005. 006. 007. 008. 009土層断面図

(1/125) 10m 
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SM-015 
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60.0m 

SM-014 
I 

60.0m 

SM-013 
I 3 

59.6m 

SM-012 
一「

59.4m 

SM-011 
寸一

57.8m 

SM-010 
I 

58.8m 

SM-Ol0 
1層黒色土木根を多く含む

2層 黒褐色土 ローム・ローム粒を含み、粘性を呈す

SM-Oll 
1層黒色土木根を多く含む

2層 黒褐色士 ローム・ローム粒を含み、粘性を呈す

SM-013 
1層 黒色土層 木根・竹根多く含む

2層 黒褐色土木根・竹根を多く含むローム粒を含み、粘性を呈する

3層 黒色土微量のローム粒・小砂を含む

SM-012 
1層 表士層 木根・竹根を多く含む

2層 黒褐色土 木根・竹根を多く含むローム粒を含み、粘性を呈する

3層暗黒褐色土軟質の小磯とロ ム粒を少量含む

4層黒褐色土木根を多く含む

SM-014 
1層 黒色士層 木根・竹根多く含む

2層 黒褐色土 木被・竹根を多く含むローム粒を含み、粘性を呈する

S恥1-015 
1層 黒色土層 木根・竹根多く含む
2層 黒褐色土木根・竹根を多く含むローム粒を含み、粘性を呈する

3層黒色土径3-5mmの砂質の小石を含む

10m 

第37図 SM -010"-'015土層断面図
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SM-007とSM-009の聞に位置する円形を呈する塚である。 8F-88区を中心として検出された。旧表

土面との比高は0.7mである。封土は旧表土から 4層が確認された。ほぼ水平に盛土されている。 SD-

001によって一部は削平されている。 SM-008脇のSD-001の覆土は、中央部にU字状の層が見られる。

これは、この溝が数度の改修を受けていたことを示している。早い段階の改修で、塚はすでにその一部が

削平されていたことがわかり、この塚群が築造された時期が、ある程度古くさかのぼる事を示している。

SM-009 (第35.36図)

SM-008の南側に位置する円形を呈する塚である。このグ、ループの中では最も南側に位置する。 9F-

08区を中心として検出された。長軸6.0m、短軸4.9mを計る。旧表土面との比高は0.5mで、ある。盛土は3

層が確認されたが、最下層は盛土か否か不明で、地山の可能性もある。盛土は水平ではなく、むしろ椀状

に盛っている様に観察される。 SD-001によって一部が削平されている。

SM -010 (第37.38園、図版16)

SM-001とSM-Ollの聞に位置する円形を呈す塚である。 10F-07区を中心として検出された。長軸4.5

m、短軸3.8mを計る。旧地表面からの比高はO.2mで、盛土は 1層が確認できた。表土層が若干盛り上

がっていると感じる程度の高まりである。 SM-002に接して所在している。

SM-Oll (第37・38図)

SM-010とSM-012の聞に位置する円形を呈する塚である。 10F-05区を中心として確認された。長軸

4.2m、短軸3.6mを計る。旧地表面との比高は0.3mと低い。盛土は2層が確認されたが、 1層は表土層な

ので、 SM-010と同様に表土が若干盛り上がっている程度の高まりである。

SM-012 (第37・38図、図版16)

SM-OllとSM-013の聞に位置する円形を呈する塚である。 SM-002が南側にあり、ほぼ接している。

9F-92区を中心として確認された。長軸3.8m、短軸3.7mを計る。旧地表面との比高は0.5mで、ある。盛

土は3層が確認された。斜面に所在している為、盛土が流出した可能性もある。

SM-013 (第37.38・49図、図版16・28)

SM-012とSM-014の聞に位置する円形を呈する塚である。 9F-70区を中心として確認された。長軸

4.4m、短軸4.1mを計る。旧地表面との比高は0.4mである。盛土は 2層が確認された。地山を観察する

と、塚部分が多少高くなっており、これは塚の周辺が削平された結果と思われる。これは、塚の維持作業

(信仰的な行為)によって周囲の土砂が動かされ、結果として地面が下がったものではないかと思われ

る。

出土遺物(第49図、巻頭カラー 4)

3はSM-013から出土した青磁の破片である。口唇部及び底部を欠損する。体部の約1/5程の残存で

ある。胎土は轍密で良好で。焼成もしっかりしている。色調は淡黄緑色を呈する。表土層の除去作業中に

出土した。
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SM-018 
1 '層黒褐色土

?卜 際機
1層茶掲色土
2層黄褐色土
3層黒褐色士

三ω 
4層黄褐色土
5層暗黄褐色土
6層黄褐色土

SM-019 
1層茶褐色土

2盾明黒褐色土
3層黒褐色土

SM-020 
1層茶褐色土
2層黄褐色土
3層黒褐色土

SM-021 
1層茶褐色土

~I 
¥ 除去交

2層黒褐色士
3層明黒褐色土

。 (1/125) 10m 

第40図 SMー018.019.020.021土層断面図
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SM-014 (第37・38図、図版17)

SMー013とSMー015の聞に位置する円形を呈する塚である。 9E-59区を中心として確認された。長軸

4.3m、短軸4.3mを計る。旧地表面との比高は0.3mである。盛土は2層が確認された。表土が若干盛り上

がっている程度の高まりである。

SM-015 (第37・38図、図版17)

SM-014の西側で確認された。この群では最も西側に位置する。円形を呈する塚である。 9E-49区を

中心として確認された。長軸4.2m、短軸3.7mを計る。旧地表面からの比高はO.4mである。盛土は表土層

を含めて2層が確認された。現況では本塚も表土が少し高くなっている程度の高まりとしか見られない。

しかし、塚の中心部では、表土層も他の場所に比較して厚くなっており、盛土が表土化したとも考えられ

る。

SM-016 (第33・34図、図版18)

SMー003とSM-017の聞に位置する円形を呈する塚である。 7Eー54区を中心として確認された。長軸

4.2m、短軸3.7mを計る。旧地表面との比高は0.4mである。盛土として 3層が確認された。 SDー001に

よって一部削平されている。 SM-003と同様に塚群としては高い位置に所在する。土層断面を観察する

と、南側(谷側)に段状の地山整形が見られる。これが大型塚にみられた様な段なのかは不明である。

SM-017 (第33・34図、図版18)

SMー016とSMー018の聞に位置する円形を呈する塚である。 7E-22区を中心として位置している。長

軸3.9m、短軸3.3mを計る。旧地表面との比高は0.6mである。盛土は8層が確認された。水平に近い盛土

の状態であるが、途中に間層などもあり、大型塚のような盛土の様子ではない。この塚もSD-001によっ

て一部削平されている。 SD-001を挟んでSZ-003が所在している。また、 SM-017の北側のSD-OOlの

底面から、古道に特徴的な凹凸が確認された。(第43図)

SM-018 (第39・40図、図版19)

SM-017とSMー019の聞に位置する円形を呈する塚である。 7Dー29区を中心として位置している。長

軸3.6m、短軸3.2mを計る。旧地表面からの比高は0.5mである。盛土は6層が確認された。盛土の状況は

水平なものではなく、やや雑然と盛っている。

SM-019 (第39・40図、図版40)

SMー018とSMー020の聞に位置する円形を呈する塚である。 7D-07区を中心として位置している。長

軸3.6m、短軸3.1mを計る。旧地表面との比高は0.5mである。盛土は4層が確認された。椀状にもってお

り、本塚群の小型塚に一般に見られる盛り方と同様である。

SM-020 (第39・40図、図版19)

SM-019とSMー021の聞に位置する円形を呈する塚である。 6D-96区を中心として位置している。長

-68-
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軸4.0m、短軸3.5mを計る。旧地表面との比高は0.2mである。盛土として 2層が確認された。盛土は水平

であるが、遺存状況が不良で詳細は不明である。 SD-001によって一部削平されている。

SM-021 (第39・40図、図版19・20)

SM-020の西側に位置する円形を呈する塚である。東北側をSD-001によって切られている。このグ

ノレープのなかでは最も西側に位置している。短軸5.9m、短軸3.8mを計る。旧地表面との比高は0.7mで、あ

る。盛土は3層が確認された。最下層の第3層が他の塚に見られる様な盛土状態でなく、厚く、椀状の盛

り方である。この塚もSD-001に一部削平されている。

SM-022~ SM-027 (第37図)

SM-022からSM-027は目視すると若干の高まりが確認できるだけである。他の塚と比較しても小規模

で、この塚 1基づづでは塚としても認識できない位であったが、他の塚も小規模なものがあることと、こ

れらを加えるとSM-015"""SM -027までで13基の塚がほぼー列に並ぶことなどから、一連の塚として報告

する。土層断面からの観察では、盛土はすでに表土層の一部になっており、土層断面図は作成しなかっ

た。このような盛土がすでに表土層の一部に同化している状況は、 SM-OluからSM-015でも確認されて

し、る。

SM-028 

前方後方墳 (SZー001)の前方部を削平し、後円部を塚に改変して再利用したものである。裾直径約

6.2m、高さ約0.9mを計る。

出土遺物(第24・49図、図版28)

7は14C区の塚近くの表土層中から出土した寛永通宝である。表採品である。 SM-028(SZ-OOl)が

所在しており、この塚に供献されたものと推定される。縁外径22.27mm、縁内径18.63mm、郭外径7.94皿、

郭内径6.36皿、重さは1.63gである。

SM-029 

第2章第3節のSZ-003に報告してある。
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第4章その他の遺構と遺物

第 1節検出遺構

S D-001 (第41・42図"""'44図、図版9・27)

調査区の西北6D区付近から調査区の東南部にかけて続く溝状遺構である。西北の端は調査区の外から

続いている。 SM-021から SMー016及びSMー003から SM-009はこの溝に沿って所在している。 7E

区ではSZ-003と接するほどである。 SMー003の位置でそれまでほぼ直線的に続いていた溝は、若干西へ

向きを変える。これは、もともとSZー003が所在していたためと思われる。このことは、 SD-001が古道

として確立したのがSZー003が築造された時と時期を前後することを意味していると考えられる。

土層断面の観察によると、塚を切って溝が作られている様子が見られる。特にSM-008及びSMー009の

塚の盛り土と溝との土層断面を観察すると、塚の一部が溝によって切り取られてる事が観察できる。

溝の断面形はU字形をしており、最下面にはくぼみが見られた。このくぼみは通常、道路状遺構(道)

の最下面にみられるくぼみに類似している。 SMー006脇の溝中位から、宝永年間の富士山による噴出物で

ある火山灰が検出された。この位置は溝のほぼ中位であり、この溝か道路(人が往来する・通る)として

使用されていた事を示している。溝は、 SM-001の南側で西側に枝状に分岐 (SMー002)している。

S D-002 (第42図)

10F区と10G区から検出された溝状遺構である。 SD-001から分岐している様に観察された。 SD-001

とSD-002の底面のレベルはほぼ同じであったが、 SDー002の東側は徐々に立ち上がり端は確認できな

かった。覆土からの遺物は少なく図化できる遺物はなかった。

S K-001 (第45図)

SZ-OOlの北側周溝と重複して調査された土壌である。沖入遺跡一号墳周溝の壁検出作業中に検出され

たもので、古墳に先行する遺構と推定される。長軸約2.31m、短軸約0.52mを計る。深さは約0.24mであ

る。遺物は出土していない。

第2節遺物包含 層 と 遺 物 ( 第46・47図、図版10・29)

今回の調査区の2箇所から、縄文時代早期の土器群の出土が見られた。 12C区・ 12D区に入れたトレン

チ内からと、 9G区からであった。 12C区・ 12D区からは、縄文土器の出土が見られたが、復元できるも

のや、器形のわかるような大きさの破片は出土しなかった。 9G区を中心としたグリッドからは、縄文時

代早期の撚糸文系の土器片が出土した。土器群は標準土層とした第5層から出土した。第5層は、暗褐色

土で、ロームやローム粒を多く含んでいる。土器片は復元できるものはなく、小グリッド単位で取り上げ

た。周辺から遺構の検出はされなかったが、石器が出土している。

出土した土器の全体的な出土量は少なく時期も一時期に限定されるようである。 1"""'11は撚糸文が表面

に施されるもので、垂直に近い縦位にまばらな撚糸文が部分的に施される。口唇部はほぼ平坦で、肥厚せ

ず、上端は丸みを帯びるものや、直線的になるものがある。 8は破片中央に集中し斜方向に撚糸が施され
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ている。 12から15は口唇部が肥厚し外面にふくらんでいるもので、無文である。 14は肥厚部との境界が非

常に明瞭に区画されている。 16から27は無文で口唇部はほぼ平滑なものがほとんどで、一部にわずから口

唇が外面に肥厚する18や20があり、 24のように肥厚する前に少し薄くくぼんでいるものも見られる。 28""'

34は無文で器表は平滑なミガキがなされている。口唇部は丸みを帯びるもの、平坦なものと両者がみられ

る。 33は外面に横方向のケズリが残るもので、 34は口唇部内面に横方向のミガキがなされ条痕が2条遺存

している。 35""'41は底部もしくは底部に近い部分の破片で、 35は縦位の撚糸文が施され、 36は底部近くの

無文、 37は縦位のケズリがされている。 38はここでは大形の底部破片で、砲弾型の形状で無文であるが、

外面に縦位のミガキがなされる。 39はやはり砲弾型の形状の無文の破片で、縦位のミガキが見られる底部

近くの破片で外面に縦位の粗い撚糸がみられる。 40・41はやや丸みを持つ砲弾型で、外面には縦位の粗い
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撚糸が認められる。これらの土器類は撚糸文の間隔がやや広く粗いもので、縄文施文のものはなかった。

第3節出土遺物

1 石器(第48図、図版30)

図化できた石器は14点である。 1.2は石鉱である。 1は8G区から出土した安山岩製の石嫉である。

ほぼ完形品であるが先端部が欠損する。長さ24.1mm、幅20剛、厚さ5.9mmである。重さは2.47gで、ある。 2

は表採の黒曜石製の石鍛である。完形品である。長さ16.7mm、幅11.7皿、厚さ1.7剛、重さは0.29gで、ある。

3は9G区から出土した定角式石斧である。大形の石斧を再利用して再度石斧として使用したものであ

る。基部を欠損している。長さ57皿、幅49.5皿、厚さ37.0mm、重さ 132.88gである。 4は2T (第 2トレ

ンチ)から出土した砂岩製の敵石である。やや厚みのある楕円礁を使用している。破損し約 1/2が残存

する。長さ83凹、幅70.0mm、厚さ37.旬、重さ287.3gを計る。 5はSZ-003の盛土中から出土した敵石であ

る。やや厚めの肩平な自然礁を素材としている。片側から刃部を剥離している。他は礁のままである。長

さ75.5mm、幅70.0mm、厚さ31.0皿、重さ234.9gである。 6は12D区から出土したホルンフェルス製の礎石斧

である。肩平な礁の上下端を加工して刃部としている。長さ78.5mm、幅49.0mm、厚さ12.0mm、重さ67.08gで、

ある。 7は10F区から出土した礎石斧である。小型の礎石を素材としている。片端を一方から剥離し刃部

にしている。他の部分は自然磯面のままである。長さ64皿、幅33mm、厚さ13凹、重さ37.79gで、ある。 8は

14C区から出土した緑色凝灰岩製の磨製石斧である。小形の礁の両面を剥離して刃部とし、磨製化してい

る。長さ64.5mm、幅38.5剛、厚さ12.6mm、重さ53.59gである。 9は10G区から出土したホルンフェルス製の

礎石斧である。板状の磯片を素材とし、礁周囲を細かく加工している。長さ84.5mm、幅46.5mm、厚さ

13.5mm、重さ87.11gで、ある。 10........14は砥石である。すべて確認トレンチまたは表土層中からの出土である。

完形品はなく、使用によって破損し、廃棄されたものと思われる。出土した位置は、台地頂部よりも斜面

の低位からの出土が多い。

2 土師器(第49図、図版28)

12D区から出土した土師器片である。小破片で、あるが沖入遺跡出土の土師器は、 SZ-OOl以外からの出

土は皆無であるので掲載した。鉢形土器になると推定されるが、小破片であるので不明である。口唇部は

ヨコナデを施す。体部との間には稜が見られる。内外面ともに摩滅しており、調整は不明である。胎土は

轍密で良好であるが、焼成はあまり良くない。

3 陶磁器(第49図、図版28)

4は、 T5から出土した磁器の破片である。 T5は塚群のある斜面の塚群に比べて下位にあることから、

塚に供献したものが流出したものと思われる。器形は椀形で小型の部類に属する。約 112が依存する。

口径56皿、底径24皿、高さ27mmである。色調は白色であるがくすんでいる。内面底部に気泡の粒がみら

れ、製品としてはあまり良くなく、文様は全くない。
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第5表土器観察表

挿図 掲載 遺存度
単位 c皿、( )は復元値、現存値

番号 番号
器種

% 器高・残存
口径・長さ 最大径 底径・幅

高・厚さ

31 1 壷 50 19.5 34.5 8.0 33.9 

31 2 壷頚部 20 (7.4) (13.4) (5.5) 

31 3 査頚部 (14.8) (28. 7) (11. 8) 

31 4 壷頚部 (15.2) (22.7) (10.2) 

ー__._

第6表石製品観察表

挿図 掲載 遺構 遺物
種 材

番号 順番 グリッド No 
}jIJ 石

48 1 SM-002 9 宝優印塔相輪 伊豆石?

48 l 8G 18 石嫉 安山岩

48 2 1 石鍛 黒曜石

48 3 9Gー22 47 石斧 砂岩

48 4 T2 7 敵石 liY、耳山玉

48 5 S Z-003 3 敵石 ホノレンフェノレス

48 6 12D 4 磯石斧 ホノレンフェノレス

48 7 lOF 1 磯石斧 砂岩

48 8 14C 74 磨製石斧 緑色凝灰岩

48 9 lOG 8 磯石斧 ホ/レンフェノレス

48 10 15B l 砥石

48 11 11G 5 砥石

48 12 15B 1 砥石

48 13 12D 1 砥石

48 14 SM-001 5 砥石

第 7表陶磁器ほか 観察表

挿図 掲載 遺構 遺物
時期

番号 順番 グリッド No. 
種別

49 2 12D 3 土師器 奈良・平安

49 3 S恥1-013 1 青磁 中世

49 4 S Z -003 1 磁器 近世

49 5 T5 3 磁器 近世

第8表髪飾り観察表

遺構

グリッド
種別

S Z -002(5H区) 髪飾り
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色 調 整形・調整
胎土 焼成

内面|外面 内面 外面

赤彩
黒色砂粒を

良好
外面赤彩、へラ

ナデ
合む 削り後ミガキ

明褐色 明褐色 lに類似 普通
へフナデ後ミガ

ナデ
キ

明褐色 明褐色
小石英粒を

普通
ヘラナデ後ミガ

ナデ
含む キ

明褐色 明褐色 lに類似 普通
へラナデ後ミガ

ナデ
キ

単位凹、現存値 単位 g
備考

長さ 巾 厚み 重さ

307.00 103. 00 101. 00 3250. 00 

24.10 20.00 5.90 2.47 

16. 70 11. 70 17.00 0.29 

57. 00 49. 50 37. 00 132. 88 

83. 00 70. 00 37. 00 287. 30 

75. 50 70. 00 31. 00 234. 89 

78. 50 49.00 12. 00 67.08 

64.00 33. 00 13.00 37. 79 

64. 50 39.00 12. 60 53.59 

84. 50 46. 50 13.50 87.11 

62. 50 40.00 26.00 97. 72 

55.00 47.00 36.00 57. 38 

76.00 32.00 21. 00 72. 18 

38. 00 32. 00 13. 50 18. 34 

45.00 37. 50 30.00 51. 95 

単位:側、( )は復元値、現存値 単位 g
備考

口径 底部 高さ 重さ

10.11 

4. 80 2.40 2. 75 7. 25 

5. 60 2.40 2. 70 25. 70 

備考
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第5章まとめ

1 縄文時代

9G区から縄文時代早期の撚糸文系土器が出土した。 9G区は現況では台地斜面がやや緩やかになって

おり、ローム層も残存している。確認調査で土器片の出土が見られたため、塚群の調査に会わせて本調査

に移行した。土器群は標準土層の第5層とした黒色土層中から出土している。土器以外に石斧も出土して

いるが石斧は、第5層でもやや下位から出土した。礁の出土も見られたが、磯群として集計するほどは出

土しなかった。土器群の調査とともに、遺構の検出に努めたが、当概期の遺構は全く検出されなかった。

当概期の遺構はこの包含層検出区以外からも検出されていない。

2 古墳時代(沖入遺跡 1号墳、 SZ-002)

古墳はSZー001(古墳名は「沖入遺跡第 1号墳J) とSZ-002の2基が調査された。 SZー003も古墳とし

て調査がされたが、形状及び盛土の状態などから、古墳でなく塚と判断したので、まとめでは塚の項で報

告をすることにした。

SZ-OOl (沖入遺跡 1号墳)は、平成11年度に調査を実施した。小糸川中流域北岸の広大な沖積地を見

下ろす標高60mの丘陵の先端部に立地している前方後円墳である。沖入遺跡塚群の所在する沖入遺跡とは

位置的に異なる。後世に塚 (SM-028)に改変されていた。そのため、塚として使用されていた墳丘以外

の部分は削平され遺存していない。墳丘が削平されていたため、前方後方墳の墳形は周溝からしかうかが

い知ることはできない。周溝は北側と東側の周溝が遺存する以外は残存しない。前方部の溝と推定される

地山削り出し跡が確認されている。

沖入遺跡 1号墳は、墳丘長20m弱の小型の前方後方墳で、あるが、出土土器及び主体部から玉類のみが出

土していること、墳形が前方後方墳であることから古墳時代前期 (4世紀代)の前方後方墳と考えられ

る。小糸川流域の周辺でこの時期に築造された古墳としては、西方 8kmに内裏塚古墳群が所在しており、

沖入遺跡 1号墳はそれらに先行する当地域の発生期の古墳として重要な古墳である。

SZ-002は、第2編で報告した沖入古墳群に所属する古墳である。今回調査した沖入遺跡の所在する小

台地の最頂部に所在している。墳頂部から直葬と思われる埋葬施設が検出されたが、副葬品は全く検出さ

れなかった。主体部は表土層中の竹根によって激しく撹乱を受けており、推定の域に近い。墳頂からは多

量の白色粘土が見られ、粘土の散布範囲を手がかりとして確認した。墳丘の調査では須恵器片が1点出土

したが図化できなかった。築造時期は沖入古墳群とほぼ同様に6世紀代中葉と推定される。

3 沖入遺跡塚群

塚群はその位置する場所によって、 3グ、ループに別けられた。 SM-028はSZ-OOlの改変によるもの

で、塚群とは全く立地状況が異なっている。ここでは、単独と思われるがCグ、ループとする。

Aグループは、標高約58mのラインに添って、 13基が塚の裾部が接する程の位置関係で並んでいる。

SMー002はSMー012に隣接しており、 Aグループに含めて良いと思われる。 Aグループは、 SM-001、

SMー010からSMー015、SMー022からSM-027の13基であり、 SMー001とSM-022の聞にはSD-001があ

る。 SM-002は隣接しているためこれもこのグループに含めることができる。このSMー002は千葉県遺跡
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分布地図の「沖入塚」と思われる。

Bグループは、 SM-003からSM-009、SM-016からSM-021まである。 SM-029以外全てSD-001に

添って並んでいる。 SM-029はこのグループには含まれないが、 SM-017とSD-001を挟んだ位置に立地

している。

Cグループとしたものは単独に存在するものでSM-028CSZ-001) とSM-029 CSZ -003として調査)

である。 SM-028CSZ-003) は封土自体が沖入遺跡 1号墳 CSZ-001)の後方部の改変であるので、周

辺にグ、ループとなる塚が所在するか否かは不明であるが、所在しないと考えられよう。 SM-028は、後世

になってから古墳の盛り土を塚に改変したものである。 SM-028の周囲からは、寛永通宝が採集されてお

り、まさに近世になって改変されたものと推定されよう。また、 SM-029 CSZ -003)は三段築造で、沖

入遺跡塚群には他に例をみない。また、旧表土面から出土した陶磁器は近世末と思われ、他の塚の築造と

は時期を異にしていると推定され、 SM-028CSZ-003) と同じ頃に築造、改変されたものと考えられま

いカ込。

SD-001とした溝は、平成17年度の調査によると、溝底面には凹みがみられ、古い道に一般的に見られ

る道路跡とその形状は一致している。また、 SD-001の調査中の観察・記録では、覆土中に部分的に硬化

(部)面が確認できていた。このことは、長きにわたって道として使用されていたことを物語っている。

また、 SM-005'006脇では、宝永テフラが覆土の中位で確認されており、この古道が宝永年間にはすでに

使用され、改修もされていたことがわかる。古道は昔から隣村との人の行き来する線(道)として使用さ

れていたと思われ、その古道の最も高い位置、結界に塚を構築することは不自然ではないと思われる。一

方、南方向の沖積地には三直中郷遺跡が所在し、遺跡から北側を見上げる位置が塚群の所在する斜面で、

その最頂部にSM-029CSZ-002)が位置している。古来からこの斜面が信仰の対象となっていたとも思

われる。

単純に塚、溝の構築順を考えると、まず、古道ができ、次に高所に位置するSM-003を中心としたBグ

ループの塚群が作られた。その後、 SM-001を中心とした塚群であるAグ、ループが作られる。 Aグ、ループ

としてSM-002もこの時期に築造されたと思われる。最後に、 Cグ、ループとした単独のSM-028とSM-

029が築造・改変されたと推定される。

塚群の築造時期

塚群に関して遺構から時期が判明できる資料はない。 SD-001内から検出された宝永年間の富士山宝永

山に関する火山灰のみである。これは、 SD-001の覆土中位よりやや上位からの出土で、この時期にはす

でに塚群が築造され、かつ幾度かの改修もされていたことがうかがわれる。このことこから、塚群自体の

築造は江戸時代前期以前にさかのぼることも可能である。

塚群から出土した遺物は、 SM-013から出土した青磁破片とSM-002から出土した宝匿印塔相輪だけで

ある。青磁片は小破片で、明確に時期を決定する事はできないが、中世に属すると考えられる。一方、宝匿

印塔相輪についても中世末までさかのぼると考えられ、これらを考えると、沖入遺跡塚群はその初現を中

世、 15世紀代までさかのぼると考えられる。

今回調査を実施したA ・Bグ、ループとした塚群の特徴は、中央に大型の塚があり、その左右に小型の塚

が6基づづあり、 13基を一群としてそれに近接してさらに大型の塚 1基が所在していることにある。これ
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は従来の13基 1単位とは別の形態を呈している。

柳田国男がかつて「中央塚が左右六個づっの塚に比較して大きい一群の塚こそ十三塚の典型型であり、

十三塚は境塚であり、民居鎮護のための修法塚であろう j とされた。その後、柳田説が通説化していた

が、段木一行は「十三塚の歴史学的一考察Jにおいて、柳田国男からの一連の研究を整理され、このなか

で、東京都南多摩郡稲城町と神奈川県川崎市との県境に所在する「平塚十三塚」を資料として論じ、「平

尾十三塚は当初は入会地内に築造され、近世において幕府権力という法的強制力を付与されたことによっ

て、初めて境界標という性格を持たされたと考えた方が妥当である」として、柳田の「十三塚」が境界塚

であるとの説を否定している。そして、結論として「多くの十三塚が尾根に見られる事実は境塚というこ

とではなく、集落から孤立した場所に築造したものであった」としている。段木のこの考えは「平尾十三

塚」についての論ではあるが、沖入遺跡塚群の性格と重なる部分があると思われる。

沖入遺跡塚群は、古道(溝)に添って左右6基づつの13基の塚と、中心にある大型塚とは別にさらに大

型塚をもう 1基伴う形で所在している。そして、それが2組ある所に、他の塚群とは様相を異にしてい

る。

千葉県内に於いてはすでに柳田、大場磐雄、滝口宏等によって論じられている市原市郡本の市原中学校

の塚群がある。この塚群は昭和24年頃まで13塚が所在し、「十三坊塚」と呼ばれていた塚群である。滝口

は、この塚は「十三箇が一列に、糸をひいた様に真直南北に正中し、約十問位の長さにも、塚の間隔約6

尺平均で整列し、中央の塚が大きく、高さは約九尺、底面積は約六坪位あった」と報告している。

また、当財団(調査時は文化財センター)で調査を実施した、西御祈祷谷古墳群(塚群)は8基の塚が、

細尾根上に一直線に並んでいる。遺跡名は古墳群であるが塚群である。ここは袖ヶ浦市と木更津市の境界

でまさに行政上の境界に位置している。周囲には人家はなく、人里離れた修験場で、はなかったかと考えら

れる。塚は8基が調査されたが、これも十三塚に近い数で、調査区外に複数の塚が存在している可能性が

ある。最後に、沖入遺跡塚群を築造した人たちはどこに住んでいて、どのような人たちだ、ったのか。沖入

遺跡の西方400mには八雲神社が所在している。八雲神社の由来は不明であるが、沖入遺跡塚群との関係

も考えて良いと思われる。

大規模崩落跡について

SZ-002で触れたが、周溝と古墳盛土の土層堆積状況の観察から、古墳築造後に東南方向の谷部に向

かつて土砂崩落の痕跡が確認された。この痕跡は、古墳の周溝底の段差の存在と、古墳の東側の士層の観

察から確認されたものであるが、当財団が調査を実施した北方約 1kmに所在する三直貝塚のSZ-021遺構

では、「斜面の段状遺構Jとして報告された遺構が該当するものと考えられる。報告書では「磯採集遺構」

の可能性があるとされているが第216図に掲載されている土層を検討すると、第4層と呼ばれる土層は3

箇所みられるが、これらは本来は水平に堆積した土層で、東南側に崩落したために 2段わたってずれてい

る様子が観察される。また、「第2章第 2節9盛土遺構 1)北東側の地点」で触れている内容もこれら

のことを示していると思われる。このように沖入遺跡及び三直員塚における東南方向への大規模土砂崩落

は、それらが東南側へ向かっている事から、西側方向からの大きな力が働いた結果と推定される。この大

規模崩落は古墳時代SZ-002の築造がされた 6世紀後半以降のことと思われるが、特に文献上の特定の事

象は特定できない。この大規模崩落は本遺跡の所在する君津市域の特殊なことではなく、房総半島全域を
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対象とするようなものではなかったかと推定される。
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写真図版

沖入古墳群

三直台古墳

沖入遺跡





図片反2 沖入古墳群

義一一
1 K-001全景(北から) 2 K -001土層断面 CA"'A')

3 K-001土層断面 CB"'B') 4 K -001土層断面(手前E"'E' 奥F"'F')

5 K -001周溝北側(東から) 6 K-001周溝北側(西から)



沖入古墳群 図片反 3

1 K-001周溝北側(南から) 2 K-001周溝西側(南から)

3 K -001トレンチ (D""'D') 4 K-001トレンチ (D""'D') 

5 K-002調査前 (K-001から) 6 K-002表土除去後全景



図片反4 沖入古墳群

相---

.~' 

---
1 K-002土層断面 (A"'PII O"'B) 

3 K-002土層断面

5 K-002南側周溝

2 K-002土層断面 (B'"P II 0'" A') 

4 K-002周溝遺物出土

6 K-002墳丘(西から)



沖入古墳 群 図 版 5

1 K -002主体部遺物出土 2 K-002主体部遺物出土

3 K-002主体部鉄鉱出土 4 K-002主体部完掘(掘り方)

5 K-002全景(北から) 6 全景(上K-OOl 下K-002)
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図版12 沖入遺跡

1 SM -001 土層断面

南一北壁

2 SM-002 土層断面

西一東壁

3 SM-002 調査前



1 SM-002 
土層断面 南壁

2 SM-002 

宝鑑印塔相輪

出土状況

3 SM-002 

宝僅印塔相輪

出土状況



1 SM-003から

SM-009方向を望む

2 SM-003 土層断面

南-北壁

3 SM-003 土層断面

南壁 ・東壁



1 SM-005 

土層断面 西壁 ・南壁

2 SM-006 

土層断面南壁 ・東壁

3 SM-009 

土層断面南壁 ・東壁
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図版16 沖入遺跡

1 SM-Ol0から

SM-015近景

2 SM-013 土層断面

南壁

3 SM-013 

遺物出土状況(青磁片)



1 SM -014 土層断面

南壁

2 SM -015 土層断面

南壁

3 SM -016・017
調査前全景
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1 SM-018 
土層断面東壁

2 SM-020・021

調査前全景

3 SM -021から

SM-017方向を望む
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1 SZ-OOl 
西側くびれ部

2 SZ-OOl 

東側くびれ部

3 SZ-OOl 

前方部削り出し部



1 SZ-OOl 

埋葬施設全景

2 SZ-OOl 

埋葬施設

掘り方全景

3 SZ-OOl 

周溝内(東側)

遺物出土状況
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図版26 沖入遺跡

1 SZ-003 

土層断面西側盛土

2 SZ-003 

土層断面西側(段)

3 SZ-003 

遺物出土状況



1 SD-OOl' SZ-003 

全景

2 SD-OOl内出土

宝永テフラ

3 SD-OOl内出土

宝永テラフ



図片反28 沖入遺跡
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ふりがな ふりがな コ 一 ド
所収遺跡名 所在地

市町村 l遺跡番号
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

お沖きい入り古こふ墳ん群くん きみつし みのうあさおおやま
道路建設に君津市=直字大山 12225 013 35度 139度 19990401 '"" 古墳2基

とし 伴う埋蔵文
越1484-1ほか 19分 56分 19990614 化財調査

7秒 55秒 20020507'"" 

20020628 

きみつしみのうあさだい
三直台古墳 君津市三直字台 12225 014 35度 139度 19990401 '"" 古墳 1基

1136-1 19分 56分 19990716 (670ni) 

1秒 47秒

おきいりいせき き君み津つ市し三みの直うあ字ざだ台い
沖入遺跡 12225 017 35度 139度 19990817 '"" 古墳 1基

1130-6 19分 56分 20000327 塚 28基

00秒 52秒 i薄 2条

35度 139度 20060201'"" 古墳 1基

18分 56分 20060324 塚 1基

55秒 50秒 土坑2基

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な遺構 主な遺物 特記事項

沖入古墳群 墓 城 古墳時代 円墳2基 士師器、須恵器、直 古墳時代後期の大小2基

中・近世 溝 1条 万、鉄餓 の円墳のうち、北側古墳
からは主体部が検出され
た。

三直台古墳 墓 城 古墳時代 円墳 1基、土坑 1 土師器 古墳周溝の一部を検出

中・近世 基、溝状遺構 1条 陶磁器 し、径約25mの円墳であ
ることを確認した。

沖入遺跡 墓 城 古墳時代 前方後方墳 1基、 縄文土器 古墳時代前期の前方後方

中・近世 円墳 1基、塚28基、 土師器、管玉、丸玉 墳の主体部に多量の玉類

溝 2条、土坑 1基、 青磁、髪飾り が副葬されていた

包含層 塚の 1基から青磁片、宝
匿印塔相輪が出土した

」一一
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